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文化会館イベント情報 etc当番病医院、ふるさと探訪 etc

情報最前線
サイクスインフォメーション
施設ガイド
カメラスポット

定期無料相談
人権・同和教育シリーズ etc
保健センターだより

Happy Birthday、文芸広場 etc

支所だより

ふるさと産品通信

※写真は昨年の丹原七夕夏まつり



　

６
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
20

日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
案
件
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

西
条
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
西
条
市

国
民
健
康
保
険
税
率
に
つ
い
て
、

現
行
税
率
を
据
え
置
き
、
所
得
割

額
・
資
産
割
額
・
均
等
割
額
・
平

等
割
額
を
内
訳
と
し
て
基
礎
課
税

額
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
に
按
分
す
る
た
め
、
条
例
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
１
・
２
回
）

○
補
正
額　

14
億
７
５
７
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　

４
２
１
億
５
７
６
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

  【
図
書
館
の
整
備
】

・（
仮
称
）
丹
原
図
書
館
整
備
事

業　
　
　

１
億
４
３
９
４
万
円

  【
教
育
施
設
の
充
実
】

・
西
条
小
学
校
校
舎
新
築
事
業

　
　
　
　
　

１
億
５
５
９
５
万
円

  【
都
市
基
盤
の
整
備
】

・
東
予
運
動
公
園
整
備
事
業
（
屋

内
体
育
施
設
）

　
　
　
　
　
　
　

５
４
４
０
万
円

・
（
仮
称
）
宝
来
団
地
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
２
３
万
円

・
喜
多
川
朔
日
市
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　

３
億
７
５
６
万
円

・
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

  【
健
康
づ
く
り
・
体
育
の
振
興
】

・
東
予
運
動
公
園
屋
内
体
育
施
設

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
Ｐ
Ｒ
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

11
万
円

・
市
民
体
力
向
上
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
６
万
円

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
０
万
円

  【
福
祉
の
充
実
】

・
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
設

置
事
業　
　
　
　

４
６
３
万
円

  【
農
林
水
産
業
の
振
興
】

・
地
域
農
業
生
産
流
通
体
制
整
備

事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　

１
億
３
５
２
０
万
円

・
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
３
万
円

・
旧
愛
媛
県
水
産
試
験
場
管
理
運

営
事
業　
　
　
　

２
２
９
万
円

  【
産
業
の
振
興
】

・
農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
対
策

事
業
費
補
助
金　
　
　

71
万
円

  【
消
防
施
設
の
充
実
】

・
愛
媛
県
地
上
系
防
災
通
信
シ
ス

テ
ム
端
末
機
器
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

99
万
円

  【
歴
史
文
化
の
振
興
】

・
近
藤
篤
山
顕
彰
事
業　

54
万
円

  【
そ
の
他
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　

△
４
８
４
５
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
２
３
億
２
１
１
７
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

１
３
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

56
億
５
４
８
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　

２
億
６
４
０
０
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

４
億
５
８
４
３
万
円

庄
内
財
産
区
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

６
０
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

７
３
５
万
円

芥川茂子氏

　　　（楠）　

川又由美恵氏

　　（河原津）

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
で

は
、
危
険
物
安
全
週
間
行
事
の
一

環
と
し
て
推
進
標
語
の
募
集
を
行

い
、
１
３
２
点
の
応
募
の
中
か
ら

次
の
10
名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
最
優
秀
賞　
『
慣
れ
る
ほ
ど　

怖
い
と
思
え　

危
険
物
』　

多
保

典
夫
（
㈱
ク
ラ
レ
西
条
事
業
所
）

■
優
秀
賞

○
『
気
を
抜
く
な　

慣
れ
が
魔
を

呼
ぶ　

危
険
物
』　

門
田
剛（
四

国
計
測
工
業
㈱
西
条
工
場
）

○
『
危
険
物
、
正
し
い
知
識
で

正
し
い
手
順
、
扱
う
前
に
再
確

認
』　

能
智
敬
次
（
愛
媛
サ
ニ

タ
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
）

○
『
見
逃
す
な
！
危
険
が
潜
む
落

と
し
穴
』　

正
岡
秀
吾
（
㈱
菱

進
テ
ッ
ク
）

■
優
良
賞

　

上
川
敏
明（
㈱
菱
進
テ
ッ
ク
）、

飯
尾
俊
之
（
㈱
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ

ロ
ジ
西
条
事
業
所
）、
原
田
純
之

介
（
㈱
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
西

条
事
業
所
）、
伊
藤
貢
（
住
友
金

属
鉱
山
㈱
別
子
事
業
所
）、
別
府

朝
則
（
四
国
計
測
工
業
㈱
西
条
工

場
）、
紙
本
修
（
㈱
ク
ラ
レ
西
条

事
業
所
）

　

７
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

か
ら
次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■
再
任

○
織
田
敦
子
氏
（
小
松
町
妙
口
）

■
新
任

○
川
又
由
美
恵
氏
（
河
原
津
）

○
芥
川
茂
子
氏
（
楠
）

　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相

談
に
の
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
相

談
課　

市
民
相
談
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３

人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

危
険
物
安
全
週
間

　

推
進
標
語
入
選
者
表
彰
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　血糖値検査のため、自己採血用の穿刺器具を複数の患者に使用して採血を行った場合、
肝炎などに感染する恐れがあるとされている問題で、旧市町等で実施しました下記の健康
増進事業などの中で、穿刺器具の不適切な使用がありましたことをお知らせするとともに
お詫び申し上げます。
　血糖値測定などで微量の採血を行う際、穿刺器具の針は一人ごとに交換・廃棄していま
したが、キャップ部分は交換せずにアルコール消毒をして再使用していました。
　現在は、同型の穿刺器具の使用はありません。また、国内での感染事例は報告されてい
ません。
　該当する事業に参加された方で、不安のある方や詳しい内容等をお聞きになりたい方は
下記の相談窓口までご連絡ください。

　市では、合併時において旧市町が設置していた82投票区（旧西条市30、旧東
予市19、旧丹原町26、旧小松町７）を継承設置し、選挙を執行してきました。
　合併後４年目を迎えるにあたり、旧市町・投票区間の均衡を図る意味から、
投票区内の有権者数、投票所への距離などを考慮し、次回の選挙からは左表の
とおり投票区（投票所）の見直しを実施することといたしました。
　統廃合の対象となる地域の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解・ご
協力をお願いいたします。

保井野集会所

計 93,894人 1,322人 ８２ ２６７１
小　松 7,915人 1,131人 ７ ２７
丹　原 11,158人 656人 ２６ ５１７
東　予 26,797人 1,410人 １９ ９１９
西　条 48,024人 1,715人 ３０ １０２８

明河集会所
河之瀬集会所
桜樹公民館
成柳曽集会所
臼坂集会所
志川集会所
寺尾集会所
来見集会所
中川公民館
林集会所
田野小学校
宮下集会所
古田集会所
徳田小学校
高知集会所
大保木公民館
旧大保木支所
中之池集会所
下津池集会所
旧投票所名新投票所名

■統廃合される投票区（投票所）

■統廃合後の旧２市２町地域別の投票区数比較表 ※有権者数は平成20年６月１日現在

明河集会所

桜樹公民館

臼坂集会所

志川集会所

中川小学校

田野小学校

徳田小学校

大保木公民館

下津池集会所

見直し後の
投票区数 旧投票区数 小学校区数有権者数地　域 １投票区当たりの

有権者数（平均）

問合せ：市選挙管理委員会事務局　℡0897－52－1263

不適切な器具を使用した可能性のある事業など 相談窓口

肝炎ウイルス検査を無料で実施します

平成16年６月20日 西条市健康フェアーin西条

平成５年10月３日 小松町健康福祉フェスティバル

平成４年12月13日

丹原町

健康まつり

平成３年12月15日 健康まつり

平成３年12月20日 糖尿病教室

実施日 旧市町名事業名

①健康増進事業

②市立周桑病院
　平成９年11月から平成16年８月までの間に実施した血
糖値検査などでの微量採血と、平成16年９月以降に実施
した糖尿病教室などでの指導の際における微量採血。

○総合福祉センター（もてこい元気館）内
　西条市健康増進課　℡0897－52－1215
○市立周桑病院　医療相談・連携室
　℡0898－64－2630
　受付時間：月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時15分
　実施期間：平成20年９月末まで

　左記の健康増進事業に係る微量採血を受けられた方
で、希望される方には、市の総合（集団）健診におい
て肝炎ウイルス検査を実施させていただきます。
　市立周桑病院に係る微量採血を受けられた方で、希
望される方には、市立周桑病院で肝炎ウイルス検査を
実施させていただきます。
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　21世紀は“水の世紀”と言われているように、水は一番
大切な資源としてとらえられています。
　地球規模やアジアの現状、そして西条の水問題について
市民の皆さんと一緒に学ぶ『「人と水」シンポジウム』を
開催します。
■問合せ　市庁舎別館環境課　℡0897－52－1382

「人と水」シンポジウム を開催します
文部科学省・人間文化研究機構
連携研究「人と水」関連事業

開催日：９月15日㈪　
場　所：総合文化会館小ホール
テーマ：水のつながりを考える
　　　　～ふるさと西条のおいしい水を、未来へ～
内　容：講演会、パネルディスカッション
※詳しくは、市のホームページ、９月号の広報紙でお知らせします。

　去る６月24日～28日の間、アイスランドの首都レイ
キャビクで開催された「ＭＨ２００８国際水素エネル
ギー会議」（ＭＨ２００８）に西条市が参加し、ＭＨ
冷凍システムを活用した研究開発など、西条市の取り
組みについて発表しました。

■問合せ　市庁舎本館産業振興課　産学官連携係
　　　　　℡0897－52－1220

【ＭＨ冷凍システムとは】　特定の温度条件で水素を
吸排出する合金の化学反応を利用して冷熱を取得する
システム。フロンガスを使用せず、二酸化炭素の排出
量も低いため、低環境負荷が実現できます。

▲西条市のポスターセッシ
　ョンにおいて、職員から
　説明を受ける研究者。

▲ＭＨ冷凍システムなど、
　西条市で取り組んでいる
　研究開発などについて発
　表する東海大学の内田裕
　久教授。

　

Ｍ
Ｈ
２
０
０
８
は
、
水
素
に
関
す
る
研
究

を
通
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
環
境
に
貢
献

す
る
た
め
、
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る

最
も
権
威
の
あ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一

つ
で
あ
り
、
行
政
機
関
が
発
表
す
る
こ
と
は

極
め
て
異
例
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
西
条
市
が
発
表
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
の
は
、
太
陽
光
発
電
を
契
機
と
し
た
新

エ
ネ
・
省
エ
ネ
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
東

海
大
学
理
事
・
副
学
長
の
内
田
裕
久
教
授
の

ご
指
導
に
よ
る
Ｍ
Ｈ
冷
凍
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
研
究
開
発
、
イ
チ
ゴ
栽
培
実
験
な
ど
、

西
条
市
の
取
り
組
み
を
内
田
教
授
に
推
薦
い

た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
世
界
的
に

も
一
定
の
評
価
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

　

会
議
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
５
０
０
人
を

超
え
る
研
究
者
が
会
場
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大

学
に
集
ま
り
、
14
の
専
門
分
野
に
分
か
れ
て

１
１
８
件
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
研
究

発
表
）
を
基
に
積
極
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
ほ
か
、
３
９
２
件
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
展
示
・
発
表
）
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
内
田
教
授
が
Ｍ
Ｈ
冷
凍
シ
ス
テ
ム
を

中
心
と
し
た
西
条
市
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
約
１
６
０
人
の
研
究
者
が
見
学
に
訪
れ

ま
し
た
。
西
条
市
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
見
学
に
訪
れ
た
研
究
者
が
「
す
ば
ら

し
い
実
証
で
あ
る
」
と
、
ほ
か
の
研
究
者
を

連
れ
て
く
る
例
が
多
く
あ
り
、
約
70
人
の
研

究
者
に
対
し
て
積
極
的
な
説
明
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
日
本
国
大
使
館

を
表
敬
訪
問
し
、
夏
目
勝
弘
大
使
に
Ｍ
Ｈ

２
０
０
８
へ
の
参
加
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

夏
目
大
使
か
ら
は
「
外
務
省
だ
け
で
な
く

地
方
都
市
独
自
の
国
際
貢
献
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
。
大
使
館
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の

協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」
と
の
力
強
い
激
励

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
Ｍ
Ｈ
２
０
０
８
に
参
加
し
て
明

確
に
な
っ
た
課
題
の
ク
リ
ア
に
努
め
、
Ｍ
Ｈ

冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
用
化
を
め
ざ
し
て
、

試
験
・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
て
い
ま
す

　

西
条
市
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
使
用

し
た
展
示
物
を
、
８
月
末
ま
で
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
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　今世紀前半の発生が予想される「南海地震」などの大地震に備え、市では
昨年度から、東西の消防署管内で年に１度の訓練を実施しています。
　今年度も、自治会や自主防災会が中心となって訓練を行います。万一に備
えるため、皆さんもぜひ参加・体験してください。

９月21日㈰　８時28分～11時30分

西条北中学校
（対象地区：西条・神拝小学校区）

８月24日㈰　８時28分～11時30分

丹原総合公園
（対象地区：丹原町全域）

・避難訓練　　　・初期消火訓練　　・仮設トイレ設置訓練

・救出搬送訓練　・土のう作成訓練　・災害ボランティア参加訓練

・応急救護訓練　・避難所開設訓練　・炊き出し訓練　ほか

【体験・展示コーナー】
　起震車、煙ハウス、特殊車両の紹介、防災グッズ展示

　関係機関による啓発・展示など

○参加される方は避難を想定して、なるべく徒歩・自転車などでお越しください。
○雨天の場合は中止とします。（小雨決行）

問合せ：市庁舎本館危機管理課　防災事業係　℡0897－52－1283　　　主催：西条市、西条市連合自治会

西条市中心市街地活性化基本計画が
内閣総理大臣の認定を受けました

　平成18年６月に改正された「中心市街地の活性化に関する法律」に基づいて
作成を進めていた「西条市中心市街地活性化基本計画」が、７月９日付けで内
閣総理大臣の認定を受けました。
　これまでに全国で32市が認定を受けており、今回は当市を含む21市が新たに
認定され、県内では初の認定となりました。
【中心市街地活性化基本計画とは】
　人口減少・少子高齢社会を迎えている中で、都市機能の無秩序な拡散に歯止
めをかけ、多様な都市機能がコンパクトに集積した、子どもや高齢者を含めた
多くの人にとって暮らしやすい、歩いて暮らせる、にぎわいあふれるまちづく
りを進めていくため、中心市街地の活性化に関する施策を総合的・一体的に推
進するための基本的な計画です。
　市ではこの計画に基づき、国や地域住民などと相互に密接な連携を図りなが
ら、活性化に向けた取り組みを進めていきます。

問合せ：市庁舎本館産業振興課　産業政策係　℡0897－52－1220

広報さいじょう　2008　8月号�



　市では「合宿都市構想」を提唱し、各種スポーツなどのキャ
ンプや合宿の誘致を進めています。
　８月と９月には、次の日程でキャンプ・合宿が行われる予定
です。見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

和歌山大学 サッカー部
日程　８月３日(日)～５日(火)
場所　ひうち陸上競技場

和歌山大学 硬式野球部
日程　８月４日(月)～７日(木)
場所　東予運動公園野球場

関西学院高等部 陸上競技部
日程　８月７日(木)～10日(日)
場所　ひうち陸上競技場

甲南高等学校 野球部
日程　８月８日(金)～12日(火)
場所　ひうち球場

大阪市立大学 女子ラクロス部
日程　８月８日(金)～11日(月)
場所　東予運動公園多目的広場

徳山･新居浜･高知 工業高等専門学校
サッカー部合同合宿
日程　８月10日(日)
場所　東予運動公園球技場

京都産業大学 サッカー部
日程　８月12日(火)～16日(土)
場所　15日まで：ひうち陸上競技場
　　　16日まで：東予運動公園球技場

同志社大学 軟式野球部
日程　８月19日(火)～23日(土)
場所　東予運動公園野球場

大阪産業大学 硬式テニス部
日程　８月30日(土)～９月４日(木)
場所　東予運動公園テニスコート

同志社大学 バドミントン部
日程　９月４日(木)～６日(土)
場所　総合体育館

皆さんは『「千の風になって」のまちづくり実行委員会』をご存じですか？
　この実行委員会は、当市出身のテノール歌手・秋川雅史さんの歌う“いのちの
歌”「千の風になって」をテーマとしたさまざまなまちおこし事業を行うべく、
西条商店街の若手有志が中心となって平成19年８月に発足しました。
実行委員会では、これまで「千の風になって競演フェスティバル（平成19年12
月）」「古希を歌う～秋川暢宏テノールコンサート（平成20年４月）」を開催し、
10月１日(水)には「千の風になって」の訳詩・作曲者である新井満さんをお迎えし
て、「講演と朗読と歌唱の夕べ」を開催します。
今後はさらに全国へ「千の風になって」のまち西条をアピールするため、さま
ざまな取り組みを行っていく予定です。

問合せ　「千の風になって」のまちづくり実行委員会事務局（ブティックシーハー内）　℡0897－55－1063

　「千の風になって」をテーマに西条市の魅力を全国に
アピールするには？「千の風を実感できるまち」にする
ために必要な魅力づくりとは？
　皆さんの独創的なアイデアを募集します。
■応募方法　実行委員会事務局、西条商工会議所経営支
　援課、市庁舎本館産業振興課にある応募用紙にてご応
　募ください。応募用紙は、西条商店街まちづくり協議
　会、西条商工会議所、西条市の各ホームページからダ
　ウンロードもできます。

　「千の風になって」の曲の誕生秘話、秋川雅史さんとのエ
ピソードなど、楽しいトークと朗読、歌をお届けします。

※チケットは総合・丹原の各文化会館などで販売します。

日　時　10月１日(水) 18時開演
場　所　総合文化会館大ホール
入場料　2,500円

愛媛県ソフトテニス
少年女子国体チーム
日程　８月８日(金)・11日(月)
場所　東予運動公園テニスコート

新田高等学校 テニス部
日程　８月９日(土)～10日(日)
場所　丹原総合公園テニスコート
　　　小松中央公園テニスコート

「千の風になって」の訳詩・作曲者　新井満さん

広報さいじょう　2008　8月号 �



愛媛ＦＣ サガン鳥栖

　８月17日(日)の愛媛ＦＣホームゲームは「西条市の日」となり、西条
市民の方には次の優待制度があります。優待制度をご利用される方は
８月13日(水)までに下記のマッチシティ事務局へ電話して、チケットの
予約をしてください。試合当日の17時から、メインスタンドゲート側
西条市物産コーナーで、チケットを販売・配布します。
　また、西条市物産コーナーにて、西条市民の方（先着150人）に限
り、スティックバルーン（応援グッズ）をプレゼントします。

ニンジニアスタジアム（愛媛県総合運動公園内）

８月17日㈰　19時キックオフ日時

場所

※優待制度での観戦席はＣ席（バックスタンドおよびゴール裏）となります。
※一般チケットＣ席の通常価格は1,500円（当日券）です。

問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　マッチシティ事務局
　　　　℡0897－52－1255

問合せ　小松町ふるさと祭り実行委員会事務局　周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119

井上秀人選手 青野大介選手
背番号　６

ポジション　ＭＦ
背番号　27

ポジション　ＭＦ

８月２日㈯・３日㈰ 18時30分～21時30分
会場：小松町中町・駅前通り商店街

※雨天中止
　今年も夏の恒例イベント『小松町ふるさと祭り』を、地元商工業者の
方々や各種団体の皆さんにご協力いただき、盛大に開催いたします。
　皆さま、ご家族連れでぜひお越しください。

●浴衣祭り

　浴衣、甚平着用でお越しの先着150名に
ふるさと祭りのバザー共通券を進呈。

●うなぎのつかみどり

　対象：小学生以下（無料）

※当日が雨天の場合は、３日15時から商工
　会前で開催します。

●のど自慢大会（19時～）
●金魚すくい、焼きそば、各種バザーなど

●チャリティー納涼茶会（雨天決行）
　場所：高井呉服店
　お茶券：300円（前売券）

●法螺貝、毛槍、大名行列、小松音頭踊り

●フラダンス（20時30分～21時予定）
●宝投げ（21時開始予定）

●コカ・コーラ製品無料試飲

　（19時30分～20時30分）

★他にも、七夕飾り、ビアガーデン、かき
　氷、ゲームなど２日間とも開催します。

３日通行止め

２
日
・
３
日
通
行
止
め

▲通行止め時間
　８月２日㈯：18時～22時
　８月３日㈰：18時30分～22時

小松音頭踊り

うなぎのつかみどり 毛槍
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８月23日㈯　※小雨決行
会場：新地通り商店街

８月17日㈰　20時～21時　※雨天順延

会場：喜多川（加茂川河畔中堤防）

８月24日㈰　12時～21時
※雨天の場合は８月31日㈰に順延

会場：本谷公園
１時間にわたって約2,000発の花火が夏の夜空を彩ります。
400余年の伝統を誇る花火大会をお楽しみください。
※混雑が予想されますので、車でのお越しはご遠慮ください。

問合せ　西条市観光協会（十河信二記念館内）
　　　　℡0897－56－2605　

　餅投げ、カラオケ、阿波踊り、フラダンス、盆踊りなどのイベントや
出店もあります。本谷温泉に入浴がてら、ぜひご来場ください。
問合せ　本谷温泉まつり実行委員会事務局　℡0898－64－7323
※当日は本谷温泉館（℡0898－66－0372）へお問い合わせください。　

問合せ　丹原七夕夏まつり実行委員会事務局（丹原総合支所総務課）　℡0898－68－7300問合せ　夏彩祭in壬生川実行委員会事務局　℡・℻0898－64－5795

●道前太鼓　　　　　　19：00～19：30　　中央会場
●盆踊り連　　　　　　19：00～21：30　　商店街
●チャリティーお茶会　18：30～21：00　　中町会場

●パラパラダンス　　　18：30～19：30　　中央会場
●阿波踊り「吉野連」　19：30～21：30　　商店街

●愛媛マンダリンパイレーツの選手参加イベント

　　　　　　　　　　　18：30～20：00　　中央会場

　丹原商店街に趣向を凝らした七夕笹飾りのアーチが続く
七夕夏まつりは今年で28回目を迎え、丹原の夏の夜を飾る
風物詩になっています。期間中は大小さまざまな笹飾りが
飾られます。昼の笹飾り、ライトアップされた夜の笹飾り、
それぞれの表情をお楽しみください。

恒例の夏祭りイベント「夏彩祭in壬生川」が今年も開催されます。
メインステージを中心に、会場では多彩なイベントが行われます。
ぜひご来場ください。

※各イベントは、天候等によって中止または日程・時間を
　変更する場合があります。

★題材　笹飾りをアピールするもの
★作品　カラー四つ切り以上（組写真は不可）
★応募用紙設置場所・作品提出先（郵送可）
　周桑商工会、愛媛県カメラ商組合加盟カメラ店
★締切り　８月25日(月)必着

阿波踊り「吉野連」盆踊り連

※イベントの内容・開催時間などについては、都合により変更する場合があります。

盆踊り 丸太切り大会

ダンス夏彩祭
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【昼の部】
10：00　オープニング
10：10　東予東中学校ブラスバンド演奏
10：40　たから幼稚園
11：10　小松町－夢華神楽
11：40　炎神戦隊ゴーオンジャーショー
12：10　三芳祝太鼓
12：40　警察音楽隊ブラスバンド演奏
　　　　交通安全ＰＲ
13：30　愛媛マンダリンパイレーツ
　　　　大抽選会＆サイン会
14：00　レッスンスペース「エレクトーン＆ダ
　　　　ンス」ステージショー
15：00　ハートネットワークショー
15：30　レイモンド松屋ショー
16：00　あけびＪＰＥスタジオ東予教室「ダン
　　　　スステージ」
16：30　ＳＨＩＮＢＩ「ダンスステージ」
17：00　炎神戦隊ゴーオンジャーショー
【夜の部】
18：00　大会セレモニー
　　　　道前太鼓、開会挨拶、来賓祝辞
　　　　大会杯表彰式、餅投げ
19：00　ダンス夏彩祭
20：00　盆踊り（第１部・第２部）
20：50　フィナーレ

10：00～15：00　フリーマーケット
　　　　　　　　うなぎのつかみどり
　　　　　　　　金魚すくい
　　　　　　　　丸太切り大会
　　　　　　　　木工教室など

司会：井坂彰・宮崎ユウ

中町会場
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11：10　小松町－夢華神楽
11：40　炎神戦隊ゴーオンジャーショー
12：10　三芳祝太鼓
12：40　警察音楽隊ブラスバンド演奏
　　　　交通安全ＰＲ
13：30　愛媛マンダリンパイレーツ
　　　　大抽選会＆サイン会
14：00　レッスンスペース「エレクトーン＆ダ
　　　　ンス」ステージショー
15：00　ハートネットワークショー
15：30　レイモンド松屋ショー
16：00　あけびＪＰＥスタジオ東予教室「ダン
　　　　スステージ」
16：30　ＳＨＩＮＢＩ「ダンスステージ」
17：00　炎神戦隊ゴーオンジャーショー
【夜の部】
18：00　大会セレモニー
　　　　道前太鼓、開会挨拶、来賓祝辞
　　　　大会杯表彰式、餅投げ
19：00　ダンス夏彩祭
20：00　盆踊り（第１部・第２部）
20：50　フィナーレ

10：00～15：00　フリーマーケット
　　　　　　　　うなぎのつかみどり
　　　　　　　　金魚すくい
　　　　　　　　丸太切り大会
　　　　　　　　木工教室など

司会：井坂彰・宮崎ユウ

中町会場
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困難なものになりました。まず、大明神川を南北に２分し
て一方を水路として残し、川の流れを変えトンネル建設地
付近を水が流れないようにしたうえで、川底を掘って建
設したそうです。また、予讃線の電化に伴う工事でもい
ろいろな工夫がされました。
　難工事を乗り越えて完成した「大明神川トンネル」は、
現在、鉄道の上に川があり、その上に一般道、さらにその
上には自動車専用道が走っているという四重層構造となっ
ており全国的にも数少なく、
珍しい風景として鉄道マニア
などから注目を集めています。
　皆さんも電車に乗って、全
国でも珍しい大明神川トンネ
ルを通ってみてはいかがでし
ょうか。

　「えっ！　川の下をく
ぐるトンネル？」
　そうなんです。ＪＲ予
讃線壬生川～伊予三芳駅
間（高田地区と三芳地区
との境）にある「大明神
川トンネル」。このトン
ネルが川の下をくぐる全

長約65ｍの全国でも珍しい鉄道トンネルなのです。
　大正10年から壬生川～桜井間の鉄道敷設工事が始めら
れ、この区間にある大明神川は周囲の土地よりも高い位置
に川底があるため、この川を越えるトンネル工事は非常に

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

▲

大
正
時
代
初
期
の
様
子

▲

昭
和
53
年
頃
の
様
子

「エッ！　川をくぐるトンネル？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　《大明神川トンネル》

　丹原商店街の七夕笹飾りの歴史は古く、大正時代初期に
さかのぼります。当時の記録に「前日より青笹へ五色の短
冊を吊るし之に七夕に因（ちな）める種々の歌を書して軒
頭に立て、夜は之に紅燈（こうとう）を点（とも）して牽
牛・織姫の二星を祭る。殊に大字丹原にては、競うて大な
る竹を以てする故夜景頗（すこぶ）る美なり」と記され
ており、丹原商店街では七夕の頃になると各商店が軒先
に笹飾りを立て、通行人の目を楽しませていたようです。
　その後時代の流れとともに飾りも華やかになり、昭和53
年頃からは地域内外の芸能も行われ、徐々に「まつり」と
しての形をあらわしてきました。
　昭和56年には「第１回丹原七夕夏まつり」として開催さ
れたこのまつりも今回で28回目を迎え、８月５日～７日の

３日間開催されます。
　最近は商店街の高齢化や後継
者不足によって笹飾りの出展や
運営が難しくなっていますが、
各種団体の参加・運営の協力を
得て実施しています。丹精込め
た笹飾りの作成には約２カ月か
かるところもあります。
　しかしながら、最近は見物の
途中で飾りを傷めるなど、心な
いいたずらが増えているのも事
実です。マナーを守って、夏の
夜空を彩る華麗な笹飾りをご覧
ください。皆さまのお越しをお
待ちしています。

「七夕笹飾り今昔」

　先月号で伊予聖人・近藤篤山が小松藩の教育に貢献した
ことをご紹介しましたが、では篤山は昔の小松町でどのよ
うに教育にあたっていたのでしょうか。
　小松温芳図書館に残る「篤山日誌」によると、篤山は藩
校「養正館」に月平均で25日以上出勤しており、これは他
藩の教授の２倍から３倍の授業日数だったそうです。授業
は朝８時から始まって、終わるのが夜になることも多く、
授業以外にも藩主への個人授業や、屋敷内にある２つの私
塾で領内外の塾生にも教えていました。このように篤山は
教育者として並外れた熱意と誠意を持っていたようです。
　篤山の教育精神を表す言葉として「仁・礼・義」があり
ます。世の中を愛し、感謝し、本当に正しいことを行うこ
とを、人として生きる基本としていました。篤山邸にはこ

篤山の教え　（伊予聖人　近藤篤山②） の「仁・礼・義」について篤山が書
いた三幅対（右写真）があり、市の
指定文化財にも登録されています。
さらに三戒の教え「立志・求己・慎　
独」のとおり、志を持ち、心中に雑
念を起こさず、完成された自己をめ
ざすことを人格形成の基本としてい
ました。
　このように郷土の教育に尽くした
近藤篤山の紹介が、西条市の小学３
～４年生の社会科副読本に掲載されており、小松だけでな
く市内の小学生も篤山について学んでいます。特に石根小
学校では篤山遺愛の椿「篤山椿」を挿し木で育てています。
今なお小松町内外の教育に影響を及ぼす篤山は、子ども
たちの成長をいつまでも見守っているようです。
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■
得
意
技
は
石
綿
飛
散
防
止
対
策

　
「
石
綿
を
使
用
し
て
い
る
現
場

で
作
業
を
す
る
う
ち
に
、
こ
の
石

綿
が
固
ま
ら
な
い
か
と
考
え
、
研

究
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
㈱

塩
崎
組
・
塩
崎
久
雄
社
長
は
語
る
。

　

塩
崎
組
は
大
正
10
年
創
業
の
歴

史
あ
る
企
業
で
あ
る
。
建
設
業
と

し
て
長
年
地
域
に
根
ざ
し
て
き
た

が
、
公
共
事
業
の
減
少
を
い
ち
早

く
予
測
し
た
塩
崎
社
長
は
、
平
成

18
年
に
新
た
に
環
境
事
業
部
を
設

置
。
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ
始
め

た
石
綿
対
策
に
乗
り
出
し
た
。

　

現
在
で
は
石
綿
の
吹
き
付
け
、

石
綿
使
用
製
品
の
製
造
は
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
石

綿
除
去
に
は
莫
大
な
経
費
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
、
使
用
中
の
建
物

内
で
の
石
綿
除
去
は
、
長
期
に
渡

っ
て
石
綿
が
飛
散
す
る
危
険
性
が

あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
い
ま

だ
多
く
の
建
物
の
石
綿
対
策
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

■
Ｅ
Ｓ
タ
フ
ク
リ
ー
ト
液
の
開
発

　

塩
崎
組
で
は
使
用
中
の
建
物
内

に
お
い
て
も
、
石
綿
の
表
面
を
固

め
て
飛
散
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
「
封
じ
込
め
工
法
」
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
封
じ

込
め
を
行
う
際
に
、
固
ま
り

や
す
く
現
場
に
適
し
た
飛
散

防
止
剤
が
必
要
と
考
え
、
自

社
製
品
「
Ｅ
Ｓ
タ
フ
ク
リ
ー

ト
液
」
を
開
発
し
た
。
Ｅ
Ｓ

タ
フ
ク
リ
ー
ト
液
は
、
中
四

国
で
初
め
て
、
石
綿
飛
散
防

止
剤
と
し
て
建
築
基
準
法
に

基
づ
く
建
築
材
料
と
し
て
の

国
土
交
通
大
臣
認
定
を
受
け

て
お
り
、
既
に
石
綿
吹
き
付

け
現
場
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
ま

た
、
塩
崎
組
で
は
吹
付
石
綿
の
は

ぎ
取
り
工
事
や
石
綿
含
有
建
材
の

解
体
処
分
も
行
っ
て
い
る
。

　

産
業
界
で
は
大
学
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
産
学
連
携
が
よ
く
行
わ

れ
る
が
、
こ
の
Ｅ
Ｓ
タ
フ
ク
リ
ー

ト
液
は
、
塩
崎
社
長
の
中
学
時
代

の
先
輩
後
輩
に
よ
る
「
先
輩
後
輩

連
携
」
が
実
を
結
ん
だ
。
中
で
も

塩
崎
組
の
顧
問
を
務
め
る
椿
本
明

仁
ア
ス
ベ
ス
ト
診
断
士
と
の
二
人

三
脚
が
、
塩
崎
社
長
の
新
事
業
を

開
花
さ
せ
た
。

　
「
簡
単
、
低
価
格
に
て
、
石
綿

飛
散
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
無
料
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
」
塩
崎
社
長
の

奮
闘
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

林
）

　

化
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
今
年
度
１
回
目
の

「
わ
く
わ
く
化
学
教
室
＆
工
場

見
学
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ム
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

■
日
時　

８
月
23
日
㈯

　

９
時
～
13
時
30
分
（
昼
食
付
）

■
内
容　

わ
く
わ
く
化
学
教
室
と

工
場
見
学
を
行
い
ま
す
。

■
対
象　

小
学
５
・
６
年
生
（
保

護
者
同
伴
も
可
能
）

■
定
員　

36
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
で
参
加
者
を
決
定
し

ま
す
）

■
場
所　

ク
ラ
レ
西
条
事
業
所

（
朔
日
市
８
９
２
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
で
、
８
月
８
日
㈮

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
学
校
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
産
業
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▲

安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
塩
崎
社
長
と

　

Ｅ
Ｓ
タ
フ
ク
リ
ー
ト
液
で
固
ま
っ
た
石
綿
（
円
内
）

ク
ラ
レ
・
サ
イ
ク
ス
「
わ
く
わ
く

化
学
教
室
＆
工
場
見
学｣

を
開
催

▲
石
綿
飛
散
防
止
剤
と
し
て
中
四
国
で

   

初
め
て
建
築
基
準
法
の
認
定
を
受
け
る

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は、市内企業の所有する様々な技術
を紹介する「我が社の得意技」などについ
てお知らせします。

45
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
短

期
人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
者
数
が
定

員
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
二
次

募
集
を
実
施
し
ま
す
。

※
脳
ド
ッ
ク
、
同
時
受
診
の
申
し

込
み
は
締
め
切
り
ま
し
た
。

■
申
込
期
間

　

８
月
20
日
㈬
か
ら
受
付
を
開
始

し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受

付
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

国
保
の
被
保
険
者
で
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方
。

○
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
に
お

い
て
35
歳
以
上
の
方

○
現
在
、
入
院
治
療
を
受
け
て
い

な
い
方

○
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

○
保
健
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
平

成
20
年
度
成
人
健
診
を
受
診
し

な
い
方
（
前
立
腺
が
ん
・
乳
が

ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
除
く
）

■
検
査
内
容

　

身
体
計
測
、
診
察
、
血
圧
、
検

尿
、
血
液
検
査
、
便
潜
血
、
心
電

図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
腹
部
超
音
波

■
受
診
が
で
き
る
医
療
機
関

　

西
条
中
央
病
院
、
済
生
会
西
条

病
院
、
市
立
周
桑
病
院
、
村
上
記

念
病
院
、
西
条
愛
寿
会
病
院
、
佐

藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
自
己
負
担
額

　

検
査
費
用
の
２
割
（
６
４
０
０

円
）
を
受
診
日
に
医
療
機
関
へ
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

国
保
保
険
証
、
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
式
印
不
可
）
を
持
っ
て
、
担
当

課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

国
保
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
、
老
人
福
祉
大

会
（
9
月
26
日
㈮
、
丹
原
文
化
会

館
に
て
開
催
予
定
）
で
お
祝
い
し

ま
す
。

■
対
象　

昭
和
33
年
に
婚
姻
届
を

出
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
届
出
方
法

　

担
当
課
、
各
公
民
館
に
あ
る
届

出
書
に
て
、
８
月
20
日
㈬
ま
で
に

担
当
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

国
保
・
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の

二
次
募
集
を
実
施
し
ま
す

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す

　「ふるさと納税制度」とは、応援・貢献したい自治体に
寄付金を納めて、その自治体を支援する制度です。納めた
寄付金額に応じて、今住んでいる自治体の個人住民税など
から一定額が控除されます。
　市外の皆さまには、ふるさと納税を通じて西条市を応援
していただきますようお願いいたします。市民の皆さまに
は、市外にお住まいのご家族やご親類の方に、この制度を
啓発していただきますようお願いいたします。
■寄付金の使い道
　「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」を実現
するため、西条市総合計画に基づく「まちづくりの施策の
大綱」に掲げる諸施策の推進に活用させていただきます。
■税の控除について
　5,000円を超えた寄付金の金額が控除の対象となり、お
およそ個人住民税の１割を限度として、個人住民税と所得
税の控除が受けられます。（確定申告が必要です）

問合せ　市庁舎本館納税課　納税第１係
　　　　℡0897－52－1278　FAX0897ー52－1225
　　　　Eﾒｰﾙ nozei@saijo-city.jp
　　　　URL http://www.city.saijo.ehime.jp

■寄付申出書・チラシを郵送します
　寄付金を納めていただくには「寄付申出書」を提出して
いただく必要があります。担当課にご連絡いただければ、
寄付申出書と納付方法などを掲載したチラシを郵送します
ので、内容をよく確認の上、手続きをしてください。
※納付方法などは、市のホームページにも詳しく掲載して
　います。寄付申出書のダウンロードもできます。
■寄付の強要・詐欺行為にご注意！
　地方自治体がふるさと納税を強要することは、絶対あり
ません。寄付の強要や詐欺行為に十分ご注意ください。
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　市役所の職員を名乗って、お金を振り込
ませようとする不審電話が多発しています。
　還付金詐欺は市役所や社会保険事務所な
ど公的機関の職員を名乗って電話をかけ、
税金、医療費、保険料などを還付（納めす
ぎのお金を返還すること）すると言って言
葉巧みに誘導し、現金自動受払機（ＡＴＭ）
でお金を振り込ませようとする詐欺です。
■予防と対策
○還付金をＡＴＭで返還することは絶対あ
りません。
○ＡＴＭへ行くようにと言われたら還付金
詐欺を疑ってください。
○相手の言った電話番号を信用せず、電話
帳などで電話番号を確認して関係機関に
問い合わせましょう。
■相談窓口
○市庁舎本館市民相談課　市民活動支援係
　℡0897－52－1463
○各総合支所総務課
　総務調整係
○西条警察署
　℡0897－56－0110
○西条西警察署
　℡0898－64－0110

【
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
】

　

社
会
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
方
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
が
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
と
資
産

割
が
免
除
に
な
る
ほ
か
、
一
定
の

条
件
に
よ
っ
て
均
等
割
と
平
等
割

が
半
額
に
な
る
な
ど
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
国
民
健
康
保

険
加
入
時
に
65
歳
以
上
の
方
で
、

申
請
が
必
要
で
す
。

【
納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す
】

　

国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
に
該

当
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は
今
年

10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
該
当
す
る

方
の
う
ち
、
次
の
要
件
す
べ
て
を

満
た
す
方
は
、
国
民
健
康
保
険
税

を
口
座
振
替
で
納
付
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
口
座
振
替
の
要
件

○
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
せ
ず
に
納
め
て
い
る
方

○
口
座
振
替
で
国
民
健
康
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

■
口
座
振
替
へ
の
変
更
方
法

　

市
の
担
当
課
窓
口
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
申
し
出
の
時
期
に
よ

っ
て
天
引
き
中
止
の
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

国
保
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
４

○
各
総
合
支
所
税
務
課　

税
務
係

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

分
、
固
定
資
産
税
第
２
期
分
の

督
促
状
の
発
送

９
月
１
日　

国
民
健
康
保
険
税
第

２
期
分
、
市
県
民
税
第
２
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
利
用
の
方
は
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
納

付
方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

８
月
の
市
税
ご
よ
み

課税限度額 470,000円 120,000円 90,000円

④ 平等割額 17,600円 4,400円 3,400円 １世帯当たりの額

③ 均等割額 21,600円 5,400円 6,300円 被保険者１人当たりの額

② 資産割額 １７. ６％ ４. ４％ ５. ０％ 平成20年度の固定資産税額×税率

① 所得割額 ６. ４％ １. ６％ １. ４％ （平成19年中の合計所得金額－33万円）×税率

区　　分 医療分 支援金分 介護分 備　　　　　考

※介護分は40歳以上65歳未満の方に課税されます。
※年税額は①から④の合計額ですが、国民健康保険の加入期間の月割りで課税されます。

■主な改正点（平成20年度の税率は下表のとおり）
　平成20年度からの「後期高齢者医療制度」の創設に伴い、現行の基礎課税分（医療分）が、医療分と後期高
齢者支援金分（支援金分）に分かれました。西条市では、所得割・資産割・均等割・平等割における医療分と
支援金分の合計の税率（税額）は平成19年度と同じ税率に据え置きました。
　地方税法施行令の一部改正に伴い、平成20年度の課税限度額は、医療分（47万円）と支援金分（12万円）の
合計額の59万円となり、平成19年度の56万円（医療分のみ）に対して、３万円の引き上げとなりました。
■問合せ　市庁舎本館市民税課　国保税係　℡0897－52－1274
　　　　　各総合支所税務課　税務係
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児
童
扶
養
手
当
は
、
両
親
の
離

婚
等
に
よ
っ
て
父
親
と
生
計
を
別

に
す
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母

親
や
母
親
に
代
わ
る
養
育
者
（
年

金
受
給
者
・
一
定
以
上
の
所
得
者

を
除
く
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
の
時
期
で
す
。
現
在
受
給
し
て

い
る
方
は
、
期
間
中
に
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
し

な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
証
書
、

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
な
ど

■
届
出
先

○
旧
西
条
市
区
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
旧
東
予
市
区
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

○
旧
丹
原
町
区
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

○
旧
小
松
町
区
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

６
月
17
日
か
ら
運
転
免
許
自
主

返
納
支
援
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
65
歳
以
上

の
方
が
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に

返
納
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
愛
媛
県
警
が
企
業
な
ど
の

協
賛
を
得
て
返
納
し
た
方
の
支
援

を
行
い
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

運
転
に
自
信
を
な
く
し
た
方
、

家
族
か
ら
「
運
転
が
心
配
」
と
い

わ
れ
て
い
る
方
は
、
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
も
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
西
条
警
察
署
交
通
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
警
察
署
交
通
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

　

平
成
16
年
発
生
の
台
風
災
害
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
災
害
流
木

を
今
年
も
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

今
回
配
布
す
る
流
木
は
、
市
之

川
・
丸
野
地
区
の
渓
流
部
に
散
在

し
て
い
る
流
木
等
を
二
次
災
害
防

止
の
た
め
撤
去
し
た
も
の
で
す
。

　

災
害
流
木
の
無
料
配
布
は
平
成

17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
原

木
数
に
し
て
４
７
４
２
本
分
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
用
途
は

薪
、
炭
、
花
台
、
表
札
、
イ
ス
、

テ
ー
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

■
取
扱
期
間

　

平
成
21
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

　

９
時
～
18
時

※
流
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

■
配
布
場
所

　

円
山
森
林
公
園
入
口
（
黒
瀬
）

■
配
布
方
法

　

流
木
は
50
㌢
～
１
㍍
に
切
断
し

て
い
ま
す
。
予
約
・
取
り
置
き
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
由
に
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
災
害
予
防
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
７

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

　東南海・南海地震などの大規模地震に備え、市では木造
住宅の耐震診断にかかる費用の一部を補助しています。
■対象となる住宅
　昭和56年５月31日以前に着工された２階建て以下の一戸
建て木造住宅
■補助金の額
　補助対象経費の３分の２以内（限度額２万円）
■対象となる耐震診断
　愛媛県木造住宅耐震診断事務所の登録を受けた建築士事
務所が実施する耐震診断
■申込方法
　申し込む前に担当課へご相談ください。その際、建築物
の登記簿、建築確認通知書の写しなど、住宅の建築年度や
構造がわかる資料をお持ちください。（電話相談も可）
　申込方法は、相談の際にお伝えします。
■受付期間　８月１日(金)～11月28日(金)　※先着40戸
■ご注意
　市では、耐震診断や改修に関しての訪問や電話による勧
誘は一切行っていません。悪質業者による耐震診断、耐震
改修工事のトラブルには十分気をつけてください。
■問合せ
○市庁舎別館建築住宅課　建築係　℡0897－52－1554
○各総合支所建設管理課　建設管理係

あなたの家の耐震性能を確認しませんか？

災
害
流
木
の

無
料
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す

　原爆死没者ならびに戦争で亡くなられた数多くの方々
のごめい福と平和を祈念して、次の日時に１分間の黙と
うが捧げられます。皆さんも職場や家庭などで、追悼と
恒久平和を祈って黙とうをお願いいたします。

●広島平和記念日　８月６日㈬　８時15分
●ながさき平和の日　８月９日㈯　11時２分
●戦没者を追悼し平和を祈念する日　８月15日㈮　正午
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８
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限

　

旧
西
条
市
賦
課
分

　

第
２
期　

９
月
１
日
㈪

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

　

１
家
庭
に
つ
き
、
次
の
ご
み
を

収
集
し
ま
す
。

○
バ
ッ
テ
リ
ー　

２
個
ま
で

○
タ
イ
ヤ　
　
　

５
本
ま
で

■
収
集
方
法

　

申
込
期
間
終
了
後
、
市
庁
舎
ま

た
は
各
総
合
支
所
へ
ご
み
を
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
８
月
15
日
㈮

■
申
込
先

○
旧
西
条
市
区
域
の
方

　

市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
旧
東
予
市
区
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係

○
旧
丹
原
町
区
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
生
活
係

○
旧
小
松
町
区
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
生
活
係

【
ご
み
収
集
の
休
み
】

　

お
盆
は
、
次
の
日
程
・
区
域
で

ご
み
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。

　

対
象
区
域
の
方
は
、
次
回
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
８
月
15
日
㈮

　

旧
西
条
市
・
旧
東
予
市
区
域

○
８
月
16
日
㈯

　

市
内
全
域

※
お
盆
明
け
は
大
量
に
ご
み
が
あ

る
た
め
、
収
集
時
間
が
大
幅
に

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ル

ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝
８
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
さ
れ

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  【
し
尿
く
み
取
り
の
休
み
】

　

お
盆
は
左
表
の
日
程
で
各
業
者

が
お
休
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

お
盆
の
時
期
は
、
く
み
取
り
の

依
頼
が
集
中
す
る
の
で
、
早
め
に

業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

  【
問
合
せ
】

○
市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
３
３
８

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期
（
旧
西
条
市
分
）

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備企業組合　℡0897－55－3244
㈲石鎚スカイクリーン　℡0897－57－7655
周桑衛生企業組合　　　℡0898－65－5659
㈲三芳衛生社　　　　　℡0898－66－4098
㈲丹原清掃社　　　　　℡0898－68－5015
ヒカリ環境開発㈲　　　℡0898－68－6533
周桑衛生企業組合　　　℡0898－65－5659
㈱小松協同企業　　　　℡0898－72－4498

８月15日㈮～17日㈰

８月14日㈭～17日㈰

８月15日㈮～17日㈰

な　　し
８月14日㈭～17日㈰
８月15日㈮～17日㈰

旧西条市

旧東予市

旧丹原町

旧小松町

担当区域 業　　者　　名 休 業 期 間
※日曜日は定休日

家
庭
の
バ
ッ
テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ

特
別
収
集
を
実
施
し
ま
す

お
盆
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み

取
り
を
お
休
み
し
ま
す

■狭い道で建築物を建てるには
　建築物を建てるには、建築基準法で建築物の敷地は幅員４ｍ以上の
道路に２ｍ以上接していることが、原則として定められています。
　ただし、幅員４ｍ未満の道路であっても、古くから存在し、すでに
建物が立ち並んでいる1.8ｍ以上の道路については、その中心線から
２ｍ後退（道路後退）したところを道路境界線とみなすことで、後退
した部分を道路として指定することができ、建築物を建てることが可
能になります。（門や塀などを築造する場合も道路後退が必要です）
　このことは建築基準法第42条第２項に定められているため、幅員が
４ｍ未満1.8ｍ以上の道路を「２項道路」と言います。
■税制上の優遇制度があります
　道路後退した部分については、申請することによって固定資産税の
免税制度があります。また、後退部分のアスファルト舗装についても
市が行いますので、建設道路課へ申請してください。
■問合せ　市庁舎別館建築住宅課　建築係　℡0897－52－1554

道路後退は、①緊急車両の円滑な通行②火災の延
焼防止③災害時の避難経路の確保④日照や通風の
確保などを図るために行われます。

敷地 ２項道路 敷地

建て替えた建物

既存の建物 既存の建物

建て替えた建物

後退用地
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地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
変
更
点
や
執
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

委
員
の
皆
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
第
８
回
目
で
、
左
表
の

日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

地
域
振
興
・
行
革
推
進
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
０

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

消
防
水
利
の
付
近
に
駐
車
し
た

り
、
物
や
ご
み
を
放
置
し
た
り
し

て
い
る
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
万
一
火
災

が
発
生
す
る
と
、
消
防
活
動
に
大

変
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
消
防
水
利
の
付
近
に
駐
車
し
た

り
、
物
や
ご
み
を
置
い
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
消
防
水
利
付
近
は
駐
車
禁
止

　

消
防
水
利
か
ら
５
㍍
以
内
は
、

道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
免
除
基
準
の
申
請
受
付

を
８
月
１
日
㈮
か
ら
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
世
帯
の
方
（
既
に

免
除
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
し
い
免
除
基
準

○
全
額
免
除
と
な
る
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
の

い
ず
れ
か
を
有
す
る
障
害
者
が
い

る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が
市
民

税
非
課
税
の
世
帯
。

○
半
額
免
除
と
な
る
世
帯

　

世
帯
主
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
。
視
覚
障
害
者
、
聴

覚
障
害
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
所
持
者
、
療
育
手

帳
Ａ
所
持
者
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

免
除
基
準
に
該
当
す
る
手
帳
、

印
鑑
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
客
様
番
号
が

分
か
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

消
防
水
利
の
付
近
に
は
絶
対
に

駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　発信地通知システムは、携帯電話・ＩＰ電話など
から「１１９番通報」があった場合、音声と併せて
通報者の発信位置に関する情報が電話事業者から自
動的に消防本部に送られ、通信指令室のモニターに
通報者の位置が地図上に表示されるシステムです。
　位置情報を迅速に把握することで、早期の消火・
救急・救助活動に役立つようになります。
■対象となる電話、通知される位置情報の内容
　高速データ通信が可能な第３世代携帯電話、ＩＰ
電話（050で電話番号が始まるサービスを除く）が
対象となります。
　携帯電話からの通報は、ＧＰＳ機能の有無などで
特定できる場所の範囲が異なります。ＩＰ電話から
の通報は、契約者の住所・氏名が通知されます。
■注意事項
○位置情報が十分に確認できないことがあるため、
口頭で住所や目標物などをお伝えください。
○１８４番（非通知）を付加して１１９番通報を行
うと、位置情報は消防本部に通知されません。た
だし、人の生命・身体などに差し迫った危険があ
ると認められ、通報内容から直ちに位置情報を知
ることができないと判断したときには、位置情報
を取得することがあります。
■問合せ　消防本部通信指令課　℡0897－55－0119
※１１９番は緊急通報専用電話です。お問い合わせには使用
　しないでください。

■第８回地域審議会の日時・場所（予定）

東予地区
地域審議会

８月18日㈪
13時30分
８月22日㈮
10時
８月22日㈮
13時30分
８月25日㈪
13時30分

丹原地区
地域審議会
小松地区
地域審議会

西条地区
地域審議会 市庁舎本館　５階大会議室

東予総合福祉センター
２階会議室

小松総合支所　２階ホール

丹原総合支所
３階第31会議室

審議会名 日　　時 会　　　場

今
年
10
月
１
日
か
ら
障
害
者
に

対
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除

基
準
が
変
わ
り
ま
す

●犬のふんは飼い主が責任を持って処理しましょう！
　犬がしたふんは放置しないで持ち帰りましょう。毎日、
自宅周辺にふんを残される人の迷惑を考えましょう。
●放し飼いをしない！
　犬の放し飼いは禁止されています。昼夜を問わず、つな
いで飼うか、ペットケージの中で飼いましょう。
●吠え続けないように「しつけ」よう！
　吠え続ける犬の鳴き声は飼い主の想像以上にうるさく、
近隣に迷惑をかけている場合があります。吠え続ける原因
を解消し、吠え続けないようにしつけましょう。
●捨てない！
　犬を捨てることは野犬を増やす原因となります。やむを
得ず飼育ができない場合は、新しい飼い主を探しましょう。
　どうしても見つからないときは、市庁舎別館衛生課、各
総合支所市民福祉課へご相談ください。
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■
日
時　

８
月
20
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

小
松
中
央
公
園

■
内
容　

昆
虫
採
集
を
し
て
虫
を

観
察
し
ま
す
。

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

８
月
13
日
㈬

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyo@
saijo-city.jp

■
日
時

　

８
月
23
日
㈯　

11
時
～
14
時

■
場
所　

丹
原
町
明
河　

鞍
瀬
川

■
内
容　

水
生
昆
虫
な
ど
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先

　

東
予
環
境
グ
ル
ー
プ
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

※
当
日
の
集
合
場
所
・
持
ち
物
等

を
申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

【
西
条
会
場
】

■
日
時　

８
月
31
日
㈰　

13
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
テ

ー
マ
と
し
た
人
権
啓
発
劇
「
ふ
る

さ
と
」
の
上
演

■
出
演

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
８

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

【
丹
原
会
場
】

■
日
時

　

９
月
６
日
㈯　

18
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
、
丹

原
西
中
学
校
の
実
践
報
告

■
講
師　

沢
知
恵
氏
（
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

■
問
合
せ　

丹
原
総
合
支
所
内

　

市
教
育
委
員
会
丹
原
分
室

※
各
会
場
で
は
人
権
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

８
月
24
日
㈰
ま
で

　

10
時
・
14
時
の
２
回
実
施

※
８
月
１
日
㈮
午
前
、
８
月
４
日

㈪
終
日
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
90
分
）

　

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

工
場
見
学
と
ペ
ン
立
て
工
作

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

■
定
員　

各
回
50
人

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
３

－

７
７
７
０

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
の
操

業
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
。

　

市
役
所
か
ら
工
場
ま
で
約
３
㌔

の
道
の
り
を
、
ご
み
拾
い
、
ク
イ

ズ
、
自
然
観
察
な
ど
を
し
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
23
日
㈯

　
　
　
　

９
時
～
13
時
30
分

■
集
合
場
所　

市
庁
舎
駐
車
場

■
対
象

　

市
内
の
小
学
生
と
そ
の
家
族

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
参
加
者

全
員
（
４
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

８
月
８
日
㈮

■
申
込
先

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
（
〒

７
９
３

－

０
０
０
３　

ひ
う
ち
２

－

６
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

２
２
０
０

■
日
時　

９
月
７
日
㈰

　

８
時
か
ら
、
ひ
う
ち
陸
上
競
技

場
で
開
会
式
を
実
施
し
ま
す
。

※
雨
天
で
中
止
と
な
っ
た
種
目
は

９
月
14
日
㈰
に
順
延
（
中
学
生

の
部
は
中
止
）。

■
参
加
資
格

　

市
民
の
方
で
、
１
人
１
種
目
に

限
り
ま
す
。
各
競
技
種
目
に
よ
っ

て
チ
ー
ム
編
成
な
ど
の
規
定
が
あ

り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

８
月
21
日
㈭

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
各
種
目
協
会

開会式では西条市スポーツ表彰の
授与式を執り行います。

鞍
瀬
川
水
辺
の
生
き
物
調
べ

第
２
回
自
然
観
察
会

昆
虫
を
観
察
し
よ
う
！

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場

親
子
見
学
ツ
ア
ー

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

西
条
市
の
自
然
に
感
謝
！

あ
り
が
と
う
！
エ
コ･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
４
回
市
民
総
合
体
育
大
会

■市民総合体育大会競技種目

軟式野球

ソフトボール

バレーボール

サッカー

卓球

ソフトテニス

テニス

バドミントン

柔道

弓道

少林寺拳法

水泳

空手道

クロッケー

バスケットボール

グラウンドゴルフ

陸上競技

レク・バレー

ミニバレー剣道

一般、中学生
小学生

一般男子、中学生女子
小学生男子

一般女子、中学生
小学生

中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生
中学生

一般

一般、高校生
中学生、小学生

中学生、小学生

一般男子、高校生
中学生、小学生 一般

一般、高校生

一般、高校生、中学生
小学生、幼年

中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

一般、高校生
中学生、小学生

60歳以上

中学生

一般

45歳以上男子
40歳以上女子

種　　目 対　　　象 種　　目 対　　　象
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■
日
時　

　

８
月
９
日
㈯　

16
時
30
分
開
演

■
場
所

　

西
条
銀
座
街　

藤
田
ビ
ル
１
階

■
入
場
料

○
前
売　

高
校
生
以
上
７
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
４
０
０
円

○
当
日　

高
校
生
以
上
９
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生
５
０
０
円

■
内
容　

　

平
成
18
年
に
開
催
さ
れ
た
第
21

回
N
H
K
新
人
演
芸
大
賞
の
落
語

部
門
で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
上

方
落
語
家
・
笑
福
亭
風
喬
さ
ん
に

よ
る
公
演
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

西
条
落
語
を
聴
く
会
（
小
寺
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

６
６
７
７

  【
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
ネ
マ
】

■
開
催
日　

８
月
10
日
㈰

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
上
映
作
品
・
時
間

○
夜
の
河

　

10
時
開
演
（
１
０
４
分
）

○
伊
豆
の
踊
子

　

12
時
30
分
開
演
（
87
分
）

○
五
番
町
夕
霧
楼

　

14
時
20
分
開
演
（
１
３
７
分
）

○
五
瓣
の
椿

　

17
時
開
演
（
１
６
３
分
）

■
入
場
料　

各
５
０
０
円

  【
ワ
ン
コ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
】

■
日
時

　

８
月
16
日
㈯　

19
時
開
演

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
上
演
作
品

　

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
原
作
の  

「
幸
福
な
王
子
」
を
、
劇
団
シ
ョ

ー
マ
ン
シ
ッ
プ
が
上
演
し
ま
す
。

■
入
場
料　

５
０
０
円

  【
問
合
せ
】　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－
３
５
５
５

■
日
時　

８
月
28
日
㈭

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

お
も
し
ろ
科
学
探
偵
団

に
よ
る
科
学
実
験
シ
ョ
ー
。
不
思

議
で
楽
し
い
科
学
実
験
を
体
験
し

よ
う
。（
協
力
・
四
国
電
力
㈱
）

■
対
象　

小
学
３
・
４
年
生

■
定
員　

80
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
期
限　

８
月
13
日
㈬

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

  【
小
松
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

■
コ
ー
ス
・
日
時

○
エ
ク
セ
ル
初
級

　

９
月
10
日
～
10
月
29
日
の
水
曜

日
（
10
月
15
日
除
く
。
計
７
回
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

○
ワ
ー
ド
初
級

　

９
月
11
日
～
10
月
30
日
の
木
曜

日
（
10
月
16
日
除
く
。
計
７
回
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

○
ワ
ー
ド
中
級

　

９
月
12
日
～
10
月
31
日
の
金
曜

日
（
10
月
17
日
除
く
。
計
７
回
）

　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

○
高
齢
者
の
パ
ソ
コ
ン

　

９
月
12
日
～
10
月
31
日
の
金
曜

日
（
10
月
17
日
除
く
。
計
７
回
）

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

小
松
公
民
館

  【
丹
原
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

■
コ
ー
ス
・
日
時

○
エ
ク
セ
ル
初
級

　

９
月
14
日
～
10
月
26
日
の
日
曜

日
（
計
７
回
）　

13
時
～
15
時

○
ワ
ー
ド
初
級

　

９
月
13
日
～
10
月
25
日
の
土
曜

日
（
計
７
回
）　

10
時
～
12
時

○
ワ
ー
ド
中
級

　

９
月
13
日
～
10
月
25
日
の
土
曜

日
（
計
７
回
）　

13
時
～
15
時

○
高
齢
者
の
パ
ソ
コ
ン

　

９
月
14
日
～
10
月
26
日
の
日
曜

日
（
計
７
回
）　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資
料
館

  【
申
込
方
法
等
】

■
対
象

○
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
（
学

生
を
除
く
）

○
高
齢
者
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
60
歳

以
上
の
市
内
在
住
者

■
定
員　

各
コ
ー
ス
14
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
一
人
で

複
数
の
コ
ー
ス
は
受
講
不
可
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

エ
ク
セ
ル
初
級
・
ワ
ー
ド
中
級

は
２
４
０
０
円
、
ワ
ー
ド
初
級
は

１
３
０
０
円
、
高
齢
者
の
パ
ソ
コ

ン
は
１
２
５
０
円

■
申
込
方
法　

市
庁
舎
別
館
社
会

教
育
課
、
各
総
合
支
所
内
市
教
育

委
員
会
各
分
室
、
開
催
場
所
に
あ

る
申
込
書
に
て
、
８
月
20
日
㈬
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
社
会
教

育
課　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

笑
店
街
落
語
会

第
１
回
う
ち
ぬ
き
寄
席

２
０
０
８
ワ
ン
コ
イ
ン

シ
ネ
マ
・
シ
ア
タ
ー
in
丹
原

お
も
し
ろ
科
学
ワ
ー
ル
ド

小
松
・
丹
原
パ
ソ
コ
ン
講
座

８月30日(土)・31日(日)　10時～17時
受付開始：９時30分　最終受付：16時

西条運動公園
レクリエーション広場・総合体育館

(社)西条青年会議所　℡0897－56－3238（受付：平日10時～15時）

競技内容　※天候の都合で屋内競技のみになる場合があります。
屋外：キックターゲット、ゲートスルーパス、ストラックアウ
　ト、スプレーヒッター、ハニカターゲットゴルフ
屋内：体内時計、スペースシャトル、ハッスル卓球部、ナイン
　フープス、ターゲットバニーダーツ、フライングディスク
参加費　子ども：300円　大人：500円　※全種目１回参加可能。
必要なもの　体育館シューズ、帽子、タオル、スポーツのでき
　る服装（熱中症対策に各自で飲み物を用意してください）
※ご来場は、なるべく保護者同伴でお願いいたします。
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■
日
時
（
１
泊
２
日
）

○
第
１
回　

８
月
11
日
㈪
９
時
～

12
日
㈫
15
時

○
第
２
回　

８
月
19
日
㈫
９
時
～

20
日
㈬
15
時

■
場
所　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
内
容　

水
棲
昆
虫
の
採
集
、
ト

ラ
ッ
プ
（
わ
な
）
を
仕
掛
け
て
の

採
集
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
採

集
の
方
法
が
学
べ
ま
す
。

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

８
０
０
０
円
（
宿
泊

費
・
食
事
代
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
込
先　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

■
日
程
（
２
泊
３
日
）

　

８
月
18
日
㈪
～
20
日
㈬

■
場
所　

ひ
う
ち
会
館

■
内
容　

自
己
分
析
、
職
場
訪

問
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
、

将
来
の
自
分
を
創
造
し
ま
す
。

■
対
象

　

中
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

各
学
校
に
配
布
し
て
い
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月

７
日
㈭
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

FAX
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
１

URLhttp://w
w

w
.saijo-sics.co.jp/
■
日
時

　

８
月
23
日
㈯　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

■
内
容

　

知
的
財
産
（
発
明
）
に
つ
い
て

工
作
を
通
じ
て
学
び
ま
す
。
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
（
４
年
生
以
上
）
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
３
年
生
以
下
）

を
作
成
し
ま
す
。

■
対
象　

小
学
生

■
定
員　

４
年
生
以
上
、
３
年
生

以
下
の
各
20
人

■
申
込
期
限　

８
月
14
日
㈭

■
申
込
先

　

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
応
用
操
作　

Ｖ
Ｂ
Ａ

　

８
月
25
日
㈪
・ 

26
日
㈫

　

申
込
期
限
…
８
月
11
日
㈪

○
ア
ク
セ
ス
実
務
操
作

　

９
月
6
日
㈯
・
13
日
㈯

　

申
込
期
限
…
８
月
22
日
㈮

○
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
対
策
・
デ

ー
タ
活
用

　

８
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　

申
込
期
限
…
８
月
18
日
㈪

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ　

Ｌ
Ｔ　

実
務
実
践
編

　

９
月
６
日
㈯･

７
日
㈰･

13
日
㈯

　

申
込
期
限
…
８
月
22
日
㈮

■
人
材
育
成
研
修

○
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
体
得
研
修

　

８
月
30
日
㈯
・
９
月
６
日
㈯

　

申
込
期
限
…
８
月
25
日
㈪

■
受
講
時
間　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時　

９
月
４
日
～
11
月
13
日

の
木
曜
日
（
10
月
16
日
除
く
。
計

10
回
）　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象

　

市
内
在
住
者
で
、
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
て
み
た
い
初
心
者
。

■
定
員　

20
人

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

夏
休
み　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

昆
虫
合
宿

日
本
語
教
師
養
成
講
座

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

将
来
の
自
分
を
創
造
し
よ
う
！

う
ち
ぬ
き
創
造
塾
２
０
０
８

知
的
財
産
を
学
ぼ
う
＆
も
の
づ

く
り
工
作
教
室

●日時　８月20日(水)　10時～13時
●内容　西条産の夏野菜を使った、前菜、パスタ、メーンディッ
　　　シュを作ります。
●講師　レストランマルブン　真鍋明氏
●対象　中学生・高校生　●定員　24人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,200円　　　●申込期限　８月13日(水)

●日時　８月23日(土)　８時30分～13時30分
●内容　アスパラ・きゅうり農家で収穫体験後、食の創造館にて
　　　収穫した野菜を使った学校給食の料理を作ります。
●講師　西条市学校栄養士会　ベジコミえひめ西条支部
●対象　小学５年生～中学生とその保護者
●定員　12組24人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　１組1,000円　　　●申込期限　８月15日(金)　

【臨時休館のお知らせ】　８月11日㈪・18日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。

日　　時 場　　　所行　　事　　名
第18回西条ライオンズカップ
中学生ソフトテニス大会

東予運動公園テニスコ
ート

ひうち球場ほか

ひうち陸上競技場
東予体育館

東予運動公園野球場

西条ひうち長距離記録会
愛媛県レディース剣道大会

西条市体育協会旗
軟式野球大会

四国・九州アイランドリーグ
公式戦　愛媛ＶＳ高知

３日　8：15

22日   18：30

24日　9：00

24日　8：00
31日　9：00

30日   18：00
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■
日
時

　

８
月
17
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

■
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

※
定
期
講
習
会
以
外
の
受
講
に
も

応
じ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

８
月
22
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

消
防
本
部
大
会
議
室

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

２
３
６
０
円

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

■
申
込
方
法　

　

消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
西
消

防
署
に
あ
る
申
込
書
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

○
消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

  【
説
明
会
】 

■
日
時　

８
月
30
日
㈯

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
定
員　

40
人

  【
講
義
・
試
験
】

■
講
義
日
時
（
３
日
間
）

○
10
月
24
日
㈮

　

18
時
45
分
～
21
時

○
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

９
時
30
分
～
17
時

■
試
験
日
時　

11
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
15
分

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

13
万
３
３
５
０
円

※
試
験
に
合
格
し
た
市
民
の
方
に

は
補
助
が
あ
り
ま
す
。

  【
申
込
先
】

　

市
庁
舎
本
館
産
業
振
興
課

　

ふ
る
さ
と
産
品
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
９
０

■
日
時
（
全
８
回
）

　

９
月
９
日
㈫
～
12
月
９
日
㈫

　

13
時
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

基
本
操
作
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

■
対
象　

障
害
の
あ
る
方

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
４

－

２
６
０
０

【
要
約
筆
記
奉
仕
員
】

■
日
時
（
全
15
回
）

　

９
月
19
日
㈮
～
１
月
16
日
㈮

　

10
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

   　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
要
約
筆
記
の
基
礎

  【
朗
読
奉
仕
員
（
初
級
）】

■
日
時
（
全
10
回
）

　

９
月
25
日
㈭
～
12
月
４
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

   　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

発
声
と
呼
吸
の
基
本
な
ど

  【
朗
読
奉
仕
員
（
中
級
）】

■
日
時
（
全
10
回
）

　

９
月
24
日
㈬
～
12
月
３
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容

　

広
報
記
事
、
物
語
の
朗
読
な
ど

  【
点
訳
奉
仕
員
】

■
日
時
（
全
10
回
）

　

９
月
26
日
㈮
～
12
月
５
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

   　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

点
字
の
基
礎
学
習

  【
申
込
方
法
等
】

■
申
込
期
限　

開
講
日
１
週
間
前

■
定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
程　

９
月
～
11
月
（
月
２
回

程
度
。
全
10
回
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
）

■
内
容　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
男
女
共
同
参
画

の
認
識
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー

■
対
象　

18
歳
以
上
の
方

■
定
員　

15
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
期
限　

８
月
14
日
㈭

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
６

－

１
６
３
３

　

東
予
地
方
に
お
け
る
灯
台
を
含

む
景
色
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
規
定

○
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像

と
し
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。（
合
成
画
像
は
不
可
）

○
２
０
０
万
画
素
以
上
で
撮
影
し
、

フ
ァ
イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は

Ｇ
Ｉ
Ｆ
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
点
数
は
３
点
以
内
と
し
、

複
数
応
募
の
場
合
は
優
先
順
位

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

作
品
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
媒
体
に
記

録
し
、
題
名
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
題
名
と
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

９
月
30
日
㈫
消
印
有
効

■
応
募
先

　

〒
７
９
４

－

０
０
１
３　

今
治

市
片
原
町
１

－

２　

港
湾
ビ
ル
４

階　

今
治
海
上
保
安
部

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

２
３

－

５
５
１
５

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル

ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

各
種
奉
仕
員
養
成
講
座

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

東
予
の
景
色
と
灯
台

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
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東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

10
月
26
日
㈰　

10
時
30
分
開
演

■
対
象

　

市
民
で
組
織
さ
れ
る
楽
器
、
バ

ン
ド
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
団
体

■
定
員　

10
団
体
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
12
日
㈫

■
応
募
先

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

　

80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
つ

こ
と
を
目
標
と
し
た
「
歯
の
健
康

づ
く
り
・
８ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

○
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
満

80
歳
以
上
の
方

○
自
分
自
身
の
機
能
す
る
天
然
の

歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

○
松
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
表
彰

式
に
参
加
で
き
る
方

○
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
経
験
が
な
い
方

■
審
査
方
法

　

９
月
中
旬
に
口
腔
診
査
を
行

い
、
表
彰
者
を
選
出
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

８
月
20
日
㈬
ま
で

■
応
募
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
主
催

　

愛
媛
県
・
愛
媛
県
歯
科
医
師
会

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
者
の

職
業
能
力
開
発
や
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
の
技
能
競
技
大
会
で
す
。

■
開
催
日　

11
月
９
日
㈰

■
場
所　

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

■
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
所
持

す
る
15
歳
以
上
の
方

■
競
技
種
目　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

箱
折
り
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス

■
募
集
期
間　

９
月
10
日
㈬
ま
で

■
応
募
先　

㈳
愛
媛
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
協
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
３

－

６
６
２
２

■
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
全
類
（
第
１
～
6

類
）、
丙
種

■
試
験
日　

10
月
26
日
㈰　

10
時

■
試
験
地　

西
条
市
、
今
治
市
、

新
居
浜
市
ほ
か

■
願
書
受
付
期
間　

８
月
25
日
㈪

～
９
月
５
日
㈮
必
着

■
願
書
受
付
場
所

　

〒
７
９
０

－

０
０
０
３　

松
山

市
三
番
町
４

－

10

－

1　

愛
媛
県

三
番
町
ビ
ル
１
階　

㈶
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部

■
願
書
配
布
場
所
・
問
合
せ

○
消
防
本
部
予
防
課　

危
険
物
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

○
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛

媛
県
支
部

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
２

－

８
８
０
８

　
「
愛
と
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
期
間

中
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
情
報
誌
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ベ
ン
ト
ブ
ッ
ク
や
愛
媛
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
に
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

９
月
30
日
㈫
ま
で

■
問
合
せ　

西
条
市
社
会
福
祉
協

議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

○
本
所
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

○
西
条
支
所
（
も
て
こ
い
元
気
館

内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
８
７
３

○
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

URL http://nv.pref.ehim
e.jp/

　

地
元
青
年
農
業
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は

石
釜
で
の
ピ
ザ
作
り
や
ブ
ド
ウ
の

収
穫
体
験
、
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
、

い
も
た
き
会
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
に
興
味
の
あ
る
女
性
の
皆

さ
ん
、
地
元
の
青
年
農
業
者
と
交

流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時

　

８
月
31
日
㈰　

11
時
～
19
時

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
独
身
女
性

■
定
員　

15
人
程
度

■
募
集
期
間　

８
月
22
日
㈮
ま
で

■
応
募
先　

東
予
地
方
局
産
業
振

興
課　

担
い
手
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
２
２

■
日
時　

８
月
６
日
㈬　

13
時
30

分
～
16
時
（
受
付
は
13
時
～
）

※
予
約
不
要
・
途
中
参
加
可
。

■
内
容　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
で

の
レ
ー
ザ
ー
加
工
体
験
、
自
動
車

整
備
科
で
の
自
動
車
整
備
体
験
、

溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
で
の
溶
接
加

工
技
術
体
験
（
各
科
定
員
あ
り
）

■
必
要
な
物　

筆
記
用
具

※
私
服
、
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
作
業
に
必
要
な
保
護
具

な
ど
は
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
進
呈
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

８
月
31
日
㈰
ま
で

■
問
合
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
大
学
内
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

第
６
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
者
募
集

元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
後
期
）

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
２
０
０
８
実
施
中

ふ
る
さ
と
体
験
交
流
会

女
性
参
加
者
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
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８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

遊びの竹細工展　～竹が≪小動物・人形など≫に変身～
　８月２日㈯～30日㈯
　市内在住の丹下隆さんに
よる竹細工展です。工夫を
凝らした小動物、人形、昆
虫などを展示します。
※８月24日㈰10時から、先着20名に竹細工作品を無料進呈。
かぶと虫教室　８月10日㈰　13時～16時
　市内在住の矢野敏文さんが、かぶと虫の飼い方などにつ
いて指導してくれます。
※先着15名に、各人２匹程度のかぶと虫を無料進呈。

８月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

青の会・墨彩画展
　８月１日㈮～30日㈯
　　　　　　　　　　場所：椿交流館

　市内在住の平井龍山人さん
指導のもと、青の会の皆さん
が描いた快心作を多数展示し
ています。四季の花や身近な
静物など墨彩画教室の作品を
ぜひご覧ください。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

所蔵品展　８月１日㈮～31日㈰ 

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～17時

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

館蔵品展　８月13日㈬～22日㈮
　武田耕雪、黒光茂樹をはじめとする郷土出身作家の絵画、
書などを展示します。
灯と書展　８月24日㈰～31日㈰
　手すき和紙による行灯と書の作品展です。手作りのぬく
もり溢れる展示をぜひご覧ください。
伊予版画協会展　８月９日㈯まで
　愛媛版画界を代表する作家の皆さんによる作品展です。

８月の休館日：毎週月曜日、15日㈮
開館時間：９時～16時30分

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

館蔵品展　８月末まで
　竹・トウ・アケビなどの自然素
材を用いた松山竹細工をはじめと
する国内外のざる・籠類のほか、
倉敷や沖縄の民芸ガラスを展示し
ています。

　ぬれた手で、ソケット、スイッチやプラグなどに触れると、感電す
る恐れがあります。電気は湿気の多い場所やぬれた所は通りやすく、
大変危険です。炊事していて電気器具を扱うときは、「必ず乾いたタ
オルで手をよく拭いてから…」ぜひこんな習慣をつけましょう。
■問合せ　㈶四国電気保安協会愛媛支部（西条事業所）
　　　　　℡0897ー56ー5069

四国鉄道文化館・十河信二記念館・観光交流センター

鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯでお待ちしています。

　鉄道文化や元気な西条の魅力に触れ、楽しい時間を過ごしてみませんか。
オープン以来、７万人を超すお客さまにお越しいただいています。
　夏休みはぜひ「鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯ」へ！

■開館時間　８時～19時
■休館日　原則として水曜日（観光交流センターは無休）
■入館料（四国鉄道文化館のみ）　一般：300円　小・中学生：100円
■問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

７月19日～８月31日は休まず開館！
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こどもの国　８月の行事予定表

行事・教室名 行事・教室名日　　時 日　　時備　　　　考 備　　　　考

小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円

小学生　定員：30人

小学２～６年生
定員：10人

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人　材料費：100円

小学生以上　定員：30人
小石を持ってきてください。

どなたでも参加できます。

費用：１個100円
必要な物：自分の写真（切り取
らずに持ってきてください）

小学４～６年生
定員：10人

小学生　定員：20人
材料費：80円

小学３年生～中学生
定員：10人

小学生　定員：20人
材料費：105円（ビンやコップを持
参する場合は無料）

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

※９日は、夏のおはなし会（人
形劇・手遊びなど）が15：00ま
であります。

おもしろ工作教室
紙の人形を作ろう

２日・16日
10：00～12：00

七夕かざり教室 １日
13：30～15：30

囲碁教室

染め物教室

絵画教室

竹で水でっぽうを作ろう

木彫教室

楽しい電子工作
ボタンライトを作ろう

地球探検
「世界小石の作品展」に応募しよう

３日
13：30～16：30
５日・９日・13日
19日・24日・29日
13：30～15：30

３日・27日
13：30～15：00

７日
13：30～15：30

17日
14：00～15：00

14日
13：30～15：30

17日
13：30～15：30

バッジを作ろう！

夏休み将棋大会

将棋教室

イラスト教室

楽しい電子工作
不思議なライトを作ろう

ストーリーテリング

おはなしのへや
（かみしばい・なぞなぞ）

10日
13：30～16：30

12日～19日
受付10：00～17：00

９日
13：30～15：00

22日
13：30～15：30

16日
13：30～15：30

23日
13：30～16：30

毎週土曜日
11：00～11：30
毎週土・日曜日
（16日・17日除く）
14：00～14：30

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こども
の国へ予約してください。

小・中学生　定員：10人

小学４年生以上
定員：６人

６日・10日・15日
20日・26日
13：30～15：30

８日・12日・21日
30日
13：30～16：30

小学生　定員：15人

五色百人一首で遊ぼう

小学生　定員：24人

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
電子草笛を作ろう

27日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律しよう

31日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

おもしろ工作教室
ステンドグラスを作ろう

８月の休館日：毎週月曜日
夏休み期間中の開館時間：９時30分～18時

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報　
リカちゃんとプラネタリウムへＧＯ！(　　　)
夏休み期間中の投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時、16時
〇日曜日：11時、13時10分、14時20分、15時30分、16時40分
※観覧料 （50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。
　夏休み期間中は第２・４土曜日の無料投影を行いません。
夏休み読書マラソン　８月31日㈰まで
　こどもの国で記録表をもらって、期間中（７月19日～８
月31日）に読んだ本の名前を記録してください。42冊か21
冊を読み終えた方に、記念品を贈呈します。
　記録表の提出期限は、９月７日㈰です。
墨彩画展（葦の会グループ）
　８月13日㈬まで　※最終日は15時まで

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

親子木工創作教室　参加者募集
　８月９日㈯・23日㈯　13時～17時
　対象：小学４～６年生　定員：６組
　マガジンラックまたは小箱を作ります。
（材料費は個人負担）　
木工創作教室　８月９日㈯・23日㈯　13時～17時　
水彩画・油絵教室　８月２日㈯・23日㈯　19時～22時　
中高年ピアノ教室　８月６日㈬・20日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
趣味の洋裁展　８月１日㈮～26日㈫

楽しい電子工作
夏休み限定！ＦＭラジオを作ろう

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：10時～21時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

水中エアロビクス教室　参加者募集
　９月の毎週木曜日、10月２日㈭　19時～20時
　参加費：3,000円（5回コース）
市内小・中学生無料開放日
　８月２日㈯・９日㈯　10時～12時

８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

西条市の句碑展　８月31日㈰まで
　先月に引き続き、西条市にある句碑を写真と資料で紹
介します。
一閑張り作り教室　参加者募集　
　９月10日㈬・18日㈭　13時30分～15時30分
　自然素材の柿渋を生かした一閑張りを作ります。
　定員：16人（先着順）　材料費：300円
　申込期限：８月24日㈰
ちぎり絵教室生徒作品展
　８月８日㈮～９月５日㈮

投影時間
約40分間

※熱中症対策に、飲み物を持ってご来館ください。

▲
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
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８月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

■８月10日・24日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■８月５日・19日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■８月12日・26日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■８月６日・20日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■８月13日・27日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■８月２日・16日・30日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■８月９日・23日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■８月３日・17日・31日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼８月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ゲーム遊び
　８月９日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■英語おはなし広場
　８月14日㈭・28日㈭　11時～11時20分
■折り紙ヒコーキ作り（申込必要）
　８月22日㈮　10時～12時
　対象：5歳以上の幼児・小学生　定員：20人
　※雨天の場合は、人の入れるシャボン玉体験。
　えひめこどもの城から児童厚生員が来ます。

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「トムとジェリー」
　８月２日㈯　13時30分～14時45分
■スライム作り（申込必要）
　８月５日㈫　10時30分～11時30分　対象：小学生
■うちわ作り（申込必要）
　８月７日㈭　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：15人
■トールペイント（申込必要）
　８月19日㈫　10時30分～11時30分
　対象：小学生　定員：10人
■シャワー遊び
　毎週土曜日　10時30分～11時　対象：小学生以下

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■おばけやしき
　８月９日㈯　19時30分～
　チャレンジャーには「かき氷」をプレゼント。
■ビーズのマスコット作り（申込必要）
　８月12日㈫　10時～
　対象：小学生　定員：20人　　
■ペットボトルのバズーカ砲作り（申込必要）
　８月19日㈫　10時～
　対象：幼児・小学生　　定員：50人
　必要なもの：空の丸型1.5ℓペットボトル　　
■カレー作り（申込必要）
　８月22日㈮　10時～
　対象：幼児・小学生　定員：50人

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■ペットボトルの風鈴作り（申込必要）
　８月10日㈰　10時30分～11時30分
　対象：５歳以上の幼児・小学生　定員25人
■児童館夏祭り～あそびの列車～
　８月23日㈯　10時30分～13時
　遊びのコーナー（的当て、だるま落とし、メンコ、
輪投げなど）を回って、スタンプラリーを完成させよ
う。くじ引きやヨーヨー、金魚すくい、バザー（前売
り券の購入が必要）など楽しい催しがいっぱいです。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

祭りのデザイン・だんじりの意匠
　８月３日㈰～９月28日㈰
　市内全域の秋祭りで行われる「だんじり」の運行。この「だ
んじり」の意匠の原点を探ります。屋台の胴板とその下絵、ま
た下絵の基となった江戸時代の絵本などから、現在の形になる
までを実物の展示からご覧に
なれます。小松藩絵師・首藤
豊慶や西条の名彫刻師・近藤
泰山のコーナーもあります。

８月の休館日：毎週月曜日、31日㈰
開館時間：９時30分～17時30分

８月の休館日：毎週月曜日、31日㈰
開館時間：９時30分～19時

ピンクの神様
魚住直子／著

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　   ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　 ℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　 ℡0898－72－5634

人から見たらささ
いなこと、でも自
分には大切なこと。
世代の違う女性た
ちの心を描く短編
集。

出版：講談社

翔太の夏　秘密の山のカブトムシ
那須正幹／作・スカイエマ／絵
僕らの勇気は、あ
の夏の日に自然が
育ててくれた。翔
太は自然の中で友
情を育み違う自分
を発見した。

出版：旺文社
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　来島の活魚とワタリガニ、シャ
コ、アナゴ、エビなどの地元食材
を中心に料理を提供しています。
　今回手に入ったエビジャコが少
し大きめだったので、湯葉春巻に
しましたが、エビジャコは、かき
揚げや素揚げにしてもおいしいで
す。ぜひお試しください。

①　エビジャコの皮をむき、さっと湯通しした後、ザルに上げ
　て粗熱を取る。
②　インゲン豆、コーンを下ゆでし、下ゆでしたインゲン豆と
　シイタケをエビジャコと同じ大きさに切る。
③　山芋の皮をむいて酢水につけてアクを取り、すり下ろす。
④　③に上新粉を加え、塩・みりんで味を整えてから①・②・
　銀杏を加える。
⑤　湯葉を幅20㎝・長さ20㎝程度の正方形に切る。
⑥　④を⑤で筒状にくるみ、両端の湯葉は内側に押し込んで、
　具材をのり代わりに使って止める。
⑦　170℃の油で、回転させながらキツネ色になるまでジック
　リ（約６分間）揚げ、食べやすい大きさに切ったら完成。

　エビの栄養成分の中で特徴的なものは「タウリン」と呼ばれる
アミノ酸です。タウリンは血液中の総コレステロールを抑制し、
疲労回復にも効果があります。便秘や冷え性に良い「キチン」も
含まれているので、尾まで食べると良いですよ。

素材・分量（６人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック

　瀬戸内海でとれたエビジャコは、ばら寿司やか
き揚げの具材として用いられます。昔は、ばら寿
司といえば家庭の行事ごとには欠かせないもので
した。しかし、食生活が変化し、最近は惣菜や調
理済の食品を利用することが多く、その地域でと
れた食材を利用し、料理を食する機会が減ってき
ています。
　将来を担う子どもたちが地元でとれる魚介類や
野菜に愛着がわくよう、親が子に地元の食材（伝
統食材）を教えていくことが大切です。
　そのためには、地域の
お年寄りから郷土料理を
学んだり、地元でとれる
魚や野菜などの食材を毎
日の食卓に取り入れたり
しましょう。

伝統食材に目を向けよう！

※塩、梅肉、スダチなどを合わせると、さらにおいしく召し上がれます。

「その他のえび類」漁獲量
愛媛県：1,902ｔ
西条市：182ｔ（県内第４位）
参考：平成18年愛媛農林水産統計年報
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　小松町明穂で、石根
小学校の5・6年生43
人と交通安全協会・警
察関係者などが参加し
交通安全キャンペーン
が行われました。
　児童たちが、挿し木
をして大切に育てた小
松の名椿である｢篤山
椿｣の苗木に、全校児
童が考えた交通安全標
語を書いたしおりを添
えてドライバーに手渡
し、安全運転を呼びか
けました。

▲ 

水
の
力
を
弱
め
る
木
流
し
工
法

▲ 

団
員
も
子
ど
も
も
懸
命
に
土
の
う
作
り

　毎年11月23日に執り行われる「新嘗祭（新穀を供えて神を祭
る稲作儀礼）」において、氷見の菅一清さんが精米を宮中へ献
穀されることになり、献穀田でお田植え祭が行われました。
　神事の後、地元上町青年団による伊勢音頭にあわせて、早乙
女たちにより「ヒノヒカリ」の苗が植えられました。10月に収
穫された米は、１升が皇居に奉納されることとなっています。

　梅雨末期の大雨や台風による水害から市民を守るため、市内の
消防団員ら約200人が、加茂川で水防訓練を実施しました。
　この水防訓練は、消防職団員および関係機関の水防意識の高揚
と水防技術の向上を図るため毎年行われており、団員の皆さんは
きびきびとした統制の取れた動きで、土のう作りや積土のう工、
木流し工などの訓練を行っていました。また、子どもたちも消防
署員の指導で土のう作りを体験し、大変さを実感していました。

　夏の風物詩「夜市」が西条商店街で６月21日から始まり、あ
いにくの雨模様の天候にもかかわらず、多くの人で賑わいまし
た（写真右）。
　当日は、西条市出身のミュージシャン、レーモンド松屋さん
のコンサートも開催され、多くの人が立ち止まり素晴らしい歌
声に耳を傾けていました。（写真下中央）
　また、西条青年会議所主催の「エコdeナイト」も開催され、
栄町から登道にかけてはキャンドルで彩られ（写真上左）竹を
使った手作り体験（写真下左）なども行われました。

　ミネソタ大学教授のマイク・
モラスキー氏を講師に迎え、日
本独自の文化であるジャズ喫茶
についての講演がありました。
美しい日本語で、ジョークを交
えながらの楽しい講演の後、地
元ジャズグループ、ジャズ・ビ
ーンズによるミニコンサートが
行われました。
　フィナーレには、モラスキー
氏とジャズ・ビーンズとのセッ
ションが急きょ決定。思わぬプ
レゼントに、会場の皆さんも大
いに盛り上がりました。

　「受け継ごう きれいで豊
かな瀬戸内の海」をキャッ
チフレーズに、美しい瀬戸
内海を取り戻すため、地元
自治会や建設関係団体など
約450人が参加し、高須海岸
で空き缶やごみ拾いを行い
ました。海岸には、多くの
ごみなどが打ち上げられて
おり、皆さん額の汗をぬぐ
いながら、一生懸命清掃を
行いました。（写真上）

▲  田植えをする早乙女
 厳かな神事の様子 

▲

　また、水質保全区域水系である新町川水系、新川水系、御舟川
水系、馬渕川・サラサラ川水系でも、周辺住民や地元企業の従業
員の方などが河川清掃を行いました。全水系で約2,000人が参加し
綺麗な河川の保全に取り組みました。（写真下）
　参加者の皆さん、炎天下での清掃、お疲れさまでした。
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　７月30日から８月９日までの11日間、ニュージーランドのオ
ークランド近郊で外国の文化や言葉を学ぶ、中学生海外派遣団
の結団式が開催されました。
　今回は、中学生30人、団長１人、引率教諭３人、随行１人の
計35人が派遣され、ホームステイやファームステイなどを通し
て多くの友人を作り、交流の輪を広げることでしょう。

　郷土の誇れる農作物や風景、絵手紙など自由な題材で、はが
きサイズに描く「第８回　小さな作品展」の表彰式が「通所保
護センターまほろば」で行われました。
　応募総数2200点の中から、優秀な作品に選ばれた入賞34点、
入選15点、学校優秀賞５校が、主催者である「アトリエしまな
み」の近藤代表から表彰を受けました。（写真右）
　入賞・入選作品は、主催者が絵葉書にし、受賞者の皆さんに
配布され、西条市の良さを発信する手段として活用されるそう
です。

　市内のコーラスグループ13団体が出演し、さいじょうコーラ
スフェスティバルが総合文化会館で行われました。会場は身近
な方々の頑張っている姿を一目見ようと来場した多くの人で埋
まり、美しい歌声はもちろん、面白いパフォーマンスにも魅了
され、コーラスを心から楽しんだ一日でした。

　８月の北京オリンピックに臨む男
子サッカー日本代表の登録メンバー
に、西条市出身の長友佑都選手（Ｆ
Ｃ東京所属）が選出されました。
　北京オリンピックでは、1968年メ
キシコ大会以来のメダル獲得をめざ
す日本代表。日本はグループＢに属
し、初戦は８月７日にアメリカとの
対戦が組まれています。
　西条市民一丸となり、長友選手の
活躍を応援しましょう。
　めざせ、金メダル！　頑張れ長友
選手！

（写真提供：共同通信社）

　大町校区の自治会で組織する自主防災連絡協議会第４回総会
が、自治会長など関係者約130人が出席して開催されました。
　総会では、冠水防止対策や土石流の防止と避難対策、地震へ
の対応強化などを今年度の重点目標としたほか、行政や関係機
関などとの連携強化や防災知識の向上などが盛り込まれた決議
が採択され、自主防災組織の意義が再確認されました。

　梅雨明け後の快晴のもと、ひうち球場で愛媛マンダリンパイ
レーツと巨人２軍との交流戦が開催されました。
　愛媛マンダリンパイレーツ単独で、巨人２軍との交流戦を行
うのは初めてということもあり、市内外から多くの野球ファン
が訪れ、内外野ともに多くの観客で埋め尽くされました。
　巨人２軍の中には１軍でもプレーしている選手も出場し、テ
レビで見慣れた顔の選手にサインを求めたり、今シーズン何度
も西条に来ている地元球団の選手を応援したりと、それぞれの
人が思い思いに交流戦を楽しんでいました。
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０
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６
４
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０
８
９
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５
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１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい場所へ来た人が、故郷のものを恋しがるというのはよく
                                                   あることです。家族や友達は当然のことながら、好きなお店や食
　　　　　　　　　　　　　　　　　べ物も含まれています。日本へ来て約１年間、もちろんそういう
　　　　　　　　　　　　　　　　　ものも恋しくなってはいますが、以前にも海外に住んだことがあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　るので、まだそれほど苦しんでいるわけではありません。
　過去の海外生活の中でも、日本にいるときのサッカーほど恋しく思ったものはありません。人生で初
めて、自分の一番好きなチームの試合もヨーロッパリーグ全体の試合も見られなかったのが日本だった
からです。日本でのテレビ放送やインターネットのハイライトはすごく便利ですが、問題はやはり時差
です。今回のヨーロッパ・チャンピオンズ・リーグはオーストリアとスイスで行われているので、時差
のせいで生中継を見るのに苦労しました。今のところとてもいいトーナメントらしいですが、私はちら
っとしか見ていないので、実際にはよく分かりません！
　試合が見られなくて残念ですが、日本にも熱烈なサッカーファンがいることが分かり、とても感心し
たこともあります。私が日本で会ったさまざまな人の中には、本気でサッカーが大好きな人もいます。
ある時は、電車の中で、知らない人と私のホームチームについて話しました。最後の試合にどの選手が
出ていたか、どの選手が最近活躍しているかなどについて話しました。まったく違う所から来ている二
人がこんな話をできて、同じサッカーに対する熱意があって、私は本当に感動しました。
　サッカーは本当に国際的なスポーツで、日本や世界中の人と人をつなげるもっとも良い掛け橋だ、と
私は信じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳　国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　トム・シャラさん
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ありがとうございました
　次の方々からご厚志をいただきました。厚く
お礼申し上げます。 （順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽長井康行（高田）▽高橋トミ子（北条）▽

村上モモ代（三芳）▽大塚敏雄（新市）▽一

色宣征（周布）▽久米福美（広江）▽長井晴

美（三芳）▽武本　均（高田）▽徳増善久（石

田）▽カラオケ喫茶チャオ　友の会▽西部地

域交流センター染色教室▽三芳地区民生児童

委員協議会▽高砂演歌クラブ▽国興産業㈱

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪

　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神

拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大

町）、長瀬　皋（中野甲）▽歌・踊り・ゲーム・

現金　西条校区婦人会▽歌・クイズ　徳増幾

次郎（天神）

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部　

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉

グループ▽カラオケ　カラオケ喫茶寿々▽半

日喫茶　川東ともしび会母親クラブ
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２
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150万個のビーズ
西条市教育委員会　人権教育指導員№45

赤十字募金へのご協力
　　　ありがとうございました

　赤十字募金（赤十字社員増強運動）が５月１日から全国一斉
に展開されました。市内でも多くの方にご協力をいただき、６
月12日現在で14,875,446円の募金が寄せられました。皆さまの
ご協力ありがとうございました。
　寄せられた募金は、赤十字の国際救援活動、災害救助活動、
血液事業など幅広い事業で活用され、市内では救急法の講習、
火災などの被災者への援助物資や見舞金などに活用されます。
　今後とも赤十字の活動資金に、一人でも多くの皆さまのご協
力をよろしくお願いします。

■問合せ　○市庁舎別館社会福祉課　総務福祉係
　　　　　　℡0897ー52－1288
　　　　　○各総合支所市民福祉課　福祉係

西條藩ゆかりの刀剣が寄贈されました
　６月21日㈯に、兵庫県在住の小寺
幸子さんから郷土資料として有効に
活用してほしいとの趣旨で、西条市
に刀剣が寄贈されました。
　この刀は永禄３（1560）年、備州
の長船祐定の作で、江戸時代後期に
西條藩士であった小寺さんの先祖が藩主松平侯から賜ったとい
う由緒ある物であり、今後は西条郷土博物館で保管し、展示を
行う予定です。

広報さいじょう　2008　8月号 30



定 期 無 料 相 談
■人権相談
○８月12日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○８月５日㈫・９月２日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○８月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○８月26日㈫　９時～12時　徳田公民館　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○８月12日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○８月22日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は８月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○８月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○８月20日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
　℡0897－56－4976（西条警察署）
　℡0898－65－4976（西条西警察署）
◆いじめ相談ダイヤル24 毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■社会保険出張相談
　８月13日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■無料不動産相談
　８月11日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く。８月15日は休みます）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く。８月15日は休みます）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日　８時30分～17時15分　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　８月26日㈫　10時～12時　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　８月14日㈭　10時～16時　総合福祉センター
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■土地建物取引相談
　８月８日㈮　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■お酒の悩み相談
　８月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　８月20日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　８月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

　警察総合相談室では、皆さんのさまざまな困りごと、悩みごと

の相談に応じています。
　こんなときは「＃9110」へご相談ください。

○事件・事故などの被害に関する相談

○配偶者からの暴力やストーカーに関する相談
○いじめなどの少年問題に関する相談

○銃砲・刀剣・火薬類の所持、使用に関する相談　など ※事件・事故などの緊急通報は、110番へおかけください。

℡＃9110（ダイヤル回線・一部のＩＰ電話利用不可）
℡089－931－9110

℡0120－31－9110（通話料無料。携帯電話・ＰＨＳ利用不可）

西条警察署　℡0897－56－0110
西条西警察署　℡0898－64－0110

シャープきゅういちいちまる

最寄りの警察署

警察総合相談電話 ※毎日24時間受付
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11日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

12日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

８日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

８/１㈮　中央保健センター     9:00～11:00

８/11㈪　丹原保健センター     9:00～11:00

８/22㈮　小松保健センター     9:00～11:00

８/25㈪　中央保健センター     9:00～11:00

８/29㈮　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　８月28日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込先　地域産業保健センター（℡0897

　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－

　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）

　８/４㈪・18㈪　13:30～14:30

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00

◆精神保健相談（要予約）

　８/６㈬　13:30～15:30

◆女性の健康相談（要予約）

　８/12㈫　13:00～15:00

◆歯の健康相談（要予約）

　８/20㈬　13:00～14:30

◆難病医療相談（要予約）

　８/26㈫　13:30～15:30

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

19日㈫
28日㈭

26日㈫

13日㈬
21日㈭
５日㈫
７日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年４月１日～
４月30日の出生児

平成20年４月１日～
５月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年１月１日～
１月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年７月１日～
７月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　少しでも長く健康で自立した生活を送ることができるようにする
ため、６回シリーズで各種講座を開催します。

女性のための健康講座　～知っておきたい女性の体～
日時・場所：８月20日(水)　13時30分～15時　　中央保健センター
　　　　　　９月３日(水)　13時30分～15時　　東予保健センター
対象：女性　　定員：各80人程度
講師：四国がんセンター　日浦昌道氏
申込先：各保健センター（８月４日(月)から受付開始。先着順）

タバコについての健康講座　～なぜタバコをやめられないの!?～

日時・場所：９月18日(木)　19時30分～21時　　中央保健センター
　　　　　　10月９日(木)　19時30分～21時　　東予保健センター
対象：禁煙したい方、家族に喫煙者がいる方　　定員：各80人程度
講師：いしづちやまクリニック　中川秀和氏
申込先：各保健センター（８月４日(月)から受付開始。先着順）

★今後開催予定の市民健康講座（順次、広報紙でお知らせします）
　男性のための健康講座、よくわかるメタボリック予防講座、お口
の健康講座、脳の病気について

▼個別健診「健康診査」
対象　○平成21年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○受診する日において、75歳以上の方
検査内容　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年度の診査結果と比較して、貧血・心電図・眼底検査を実施する場合が
　ありますので、昨年度の診査結果がある方は受診の際にお持ちください。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
場所　市内の医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）
実施期間　12月27日(土)まで
申込方法
○18～39歳の方・75歳以上の方：各保健センターへお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　申込受付は12月15日(月)までです。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に予約して受診してください。
　　　　　　　　　　　　　　　予約受付は12月27日(土)までです。
注意事項
○個別健診の健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○国保の短期人間ドック、脳ドックを受診した方、受診予定の方は、個別健
　診の健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「保険証」と「特定健診受診
　券」「質問票」が必要です。

▼個別健診「成人歯科健診」
対象　平成21年３月31日現在において、40・45・50・55・60・65・70歳の方
検査内容　問診、歯の状況、歯肉の状況など
場所　市内の歯科医療機関（一部受診できない医療機関があります）
実施期間　10月31日(金)まで
申込方法　各保健センターへお申し込みください。

　教室では運動の仕方を習得し、その後、自主トレーニングができるよう、
生活習慣の改善をお手伝いします。
　また、体組成測定や腹囲測定などで、身体状況を評価します。

対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方。
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする
　場合があります。

申込期間　８月７日(木)～　※定員になり次第、締め切ります。

日時　①９月４日～10月30日　毎週木・土曜日
　　　　13時30分～15時
　　　②９月５日～11月７日　毎週水・金曜日
　　　　13時30分～15時
　　　③９月３日～11月10日　毎週月・水曜日
　　　　19時～20時30分
　　　④９月９日～11月６日　毎週火・木曜日
　　　　19時～20時30分
内容　トレーニング機器での運動・水中運動
申込先　中央保健センター

日時　①９月５日～11月14日　毎週火・金曜日
　　　　13時30分～15時
内容　トレーニング機器での運動・ボール運動
申込先　小松保健センター

日時　①８月22日～10月10日　毎週金曜日
　　　　19時～20時30分
内容　自分の体重やボールなどを使った運動
申込先　東予保健センター

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）開催分

小松保健センター開催分

総合福祉センター（もてこい元気館）開催分

短期人間ドックの二次募集の申込受付を８月20日(水)から実施します。
詳しくは、12ページをご覧ください。
※脳ドックは定員に達したため、申込受付は終了しました。

　食中毒事故が多発しやすい高温・多湿のシー
ズンがやってきました。次の点に注意して、食
中毒を予防しましょう。
①　食品は新鮮なものを購入しましょう。
②　食品は冷蔵庫や冷凍庫に保存しましょう。
　保存する容量の目安は７割程度で、詰め込み
　すぎに注意しましょう。
③　生の肉、魚、卵を扱った後には、手を洗い
　ましょう。
④　「中心部が85℃で１分間以上」を目安に、
　十分加熱しましょう。
⑤　清潔な手、器具を使い、清潔な食器に盛り
　つけましょう。食品は室温に長く放置しては
　いけません。

西条保健所生活衛生課　℡0897ー56－1300
西条新居浜地区食品衛生協会

※丹原保健センターでの教室は、11月から随時開催予定です。
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11日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

12日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

８日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

７日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

８/１㈮　中央保健センター     9:00～11:00

８/11㈪　丹原保健センター     9:00～11:00

８/22㈮　小松保健センター     9:00～11:00

８/25㈪　中央保健センター     9:00～11:00

８/29㈮　東予保健センター     9:00～11:00

■産業保健健康相談
○日時　８月28日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込先　地域産業保健センター（℡0897

　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－

　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）

　８/４㈪・18㈪　13:30～14:30

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10:00～11:00

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　  9:00～15:00

◆精神保健相談（要予約）

　８/６㈬　13:30～15:30

◆女性の健康相談（要予約）

　８/12㈫　13:00～15:00

◆歯の健康相談（要予約）

　８/20㈬　13:00～14:30

◆難病医療相談（要予約）

　８/26㈫　13:30～15:30

○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

19日㈫
28日㈭

26日㈫

13日㈬
21日㈭
５日㈫
７日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年４月１日～
４月30日の出生児

平成20年４月１日～
５月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年１月１日～
１月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年７月１日～
７月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　少しでも長く健康で自立した生活を送ることができるようにする
ため、６回シリーズで各種講座を開催します。

女性のための健康講座　～知っておきたい女性の体～
日時・場所：８月20日(水)　13時30分～15時　　中央保健センター
　　　　　　９月３日(水)　13時30分～15時　　東予保健センター
対象：女性　　定員：各80人程度
講師：四国がんセンター　日浦昌道氏
申込先：各保健センター（８月４日(月)から受付開始。先着順）

タバコについての健康講座　～なぜタバコをやめられないの!?～

日時・場所：９月18日(木)　19時30分～21時　　中央保健センター
　　　　　　10月９日(木)　19時30分～21時　　東予保健センター
対象：禁煙したい方、家族に喫煙者がいる方　　定員：各80人程度
講師：いしづちやまクリニック　中川秀和氏
申込先：各保健センター（８月４日(月)から受付開始。先着順）

★今後開催予定の市民健康講座（順次、広報紙でお知らせします）
　男性のための健康講座、よくわかるメタボリック予防講座、お口
の健康講座、脳の病気について

▼個別健診「健康診査」
対象　○平成21年３月31日現在において、
　　　　18～39歳の方、国民健康保険（国保）に加入する40～74歳の方
　　　○受診する日において、75歳以上の方
検査内容　問診、血圧測定、尿検査、身体計測、腹囲測定、血液検査、診察
※昨年度の診査結果と比較して、貧血・心電図・眼底検査を実施する場合が
　ありますので、昨年度の診査結果がある方は受診の際にお持ちください。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
場所　市内の医療機関（詳しくは各保健センターへお問い合わせください）
実施期間　12月27日(土)まで
申込方法
○18～39歳の方・75歳以上の方：各保健センターへお申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　申込受付は12月15日(月)までです。
○国保に加入する40～74歳の方：指定医療機関に予約して受診してください。
　　　　　　　　　　　　　　　予約受付は12月27日(土)までです。
注意事項
○個別健診の健康診査を受診すると、総合健診の健康診査は受診できません。
○国保の短期人間ドック、脳ドックを受診した方、受診予定の方は、個別健
　診の健康診査は受診できません。
○国保に加入する40～74歳の方は、受診の際に「保険証」と「特定健診受診
　券」「質問票」が必要です。

▼個別健診「成人歯科健診」
対象　平成21年３月31日現在において、40・45・50・55・60・65・70歳の方
検査内容　問診、歯の状況、歯肉の状況など
場所　市内の歯科医療機関（一部受診できない医療機関があります）
実施期間　10月31日(金)まで
申込方法　各保健センターへお申し込みください。

　教室では運動の仕方を習得し、その後、自主トレーニングができるよう、
生活習慣の改善をお手伝いします。
　また、体組成測定や腹囲測定などで、身体状況を評価します。

対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方。
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする
　場合があります。

申込期間　８月７日(木)～　※定員になり次第、締め切ります。

日時　①９月４日～10月30日　毎週木・土曜日
　　　　13時30分～15時
　　　②９月５日～11月７日　毎週水・金曜日
　　　　13時30分～15時
　　　③９月３日～11月10日　毎週月・水曜日
　　　　19時～20時30分
　　　④９月９日～11月６日　毎週火・木曜日
　　　　19時～20時30分
内容　トレーニング機器での運動・水中運動
申込先　中央保健センター

日時　①９月５日～11月14日　毎週火・金曜日
　　　　13時30分～15時
内容　トレーニング機器での運動・ボール運動
申込先　小松保健センター

日時　①８月22日～10月10日　毎週金曜日
　　　　19時～20時30分
内容　自分の体重やボールなどを使った運動
申込先　東予保健センター

東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）開催分

小松保健センター開催分

総合福祉センター（もてこい元気館）開催分

短期人間ドックの二次募集の申込受付を８月20日(水)から実施します。
詳しくは、12ページをご覧ください。
※脳ドックは定員に達したため、申込受付は終了しました。

　食中毒事故が多発しやすい高温・多湿のシー
ズンがやってきました。次の点に注意して、食
中毒を予防しましょう。
①　食品は新鮮なものを購入しましょう。
②　食品は冷蔵庫や冷凍庫に保存しましょう。
　保存する容量の目安は７割程度で、詰め込み
　すぎに注意しましょう。
③　生の肉、魚、卵を扱った後には、手を洗い
　ましょう。
④　「中心部が85℃で１分間以上」を目安に、
　十分加熱しましょう。
⑤　清潔な手、器具を使い、清潔な食器に盛り
　つけましょう。食品は室温に長く放置しては
　いけません。

西条保健所生活衛生課　℡0897ー56－1300
西条新居浜地区食品衛生協会

※丹原保健センターでの教室は、11月から随時開催予定です。
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８月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

日
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科

内科
外科

佐藤クリニック（57－8200）

まなべ病院 （57－7011）

近藤クリニック（64－2760）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）
黒田医院 （64－3780）

西条中央病院 （56－0300）

西条中央病院 （56－0300）

市立周桑病院 （64－2630）

市立周桑病院 （64－2630）

土岐医院 （56－2090）

西条愛寿会病院（55－2300）
村上記念病院 （56－2300）
済生会西条病院（55－5100）

高橋こどもクリニック（55－0776）
西条中央病院 （56－0300）

としもり内科 （53－6300）

伊賀整形外科 （52－0800）

宮島小児科医院 （55－2615）

佐藤クリニック （57－8200）

星加小児科内科F.C （55－3105）

かりやま整形外科 （47－1717）

宮島小児科医院 （55－2615）

村上記念病院 （56－2300）

あおのクリニック （52－1155）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

田渕外科 （65－5651）

黒田医院 （64－3780）

角産婦人科 （64－3168）

森山内科 （65－4332）

横山病院 （72－2121）

中村医院 （66－0606）

横山病院 （72－2121）

まなべ病院 （57－7011）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

（55－2002）星加医院

回生堂医院 （55－3101）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

西条愛寿会病院 （55－2300）

西条愛寿会病院 （55－2300）

ながい小児科 （53－7707）

横山病院 （72－2121）

周桑同仁医院 （68－7233）

中村内科胃腸科 （68－4976）

横山病院 （72－2121）

あぜち内科 （52－1630）
米田脳神経外科 （56－9165）

近藤クリニック （64－2760）

３
(日)
10
(日)
17
(日)
24
(日)
31
(日)

松田循環器科内科（76－1117）
横山病院 （72－2121）

７
(木)

15
(金)

14
(木)

13
(水)

12
(火)

８
(金)
９
(土)
11
(月)

20
(水)

19
(火)

18
(月)

16
(土)

26
(火)

25
(月)

23
(土)

21
(木)
22
(金)

29
(金)

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院 （55－5100）

坂根医院 （55－4021）

（55－2002）星加医院

土岐医院 （56－2090）

和田内科皮膚科 （55－0515）

こまつ医院 （72－5862）

松田循環器科内科 （76－1117）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

今井クリニック整形外科（68－8118）
安永クリニック （64－5760）

いしづちやまクリニック（68－8885）

くしべ整形外科 （76－7555）

渡部内科病院 （64－1200）

森内科 （64－5858）

福田医院 （68－7243）

田中内科 （66－1700）

６
(水)

５
(火)

４
(月)

１
(金)
２
(土)

28
(木)

27
(水)

30
(土)

くしべ整形外科（76－7555）
村上記念病院 （56－2300）

秋山医院 （56－0885）

キッズクリニックパパ （76－1788）

奥田外科 （64－3331）

玉置内科小児科 （66－3735）

河野内科医院 （73－2950）

伊藤医院 （64－2384）

横山病院 （72－2121）

周桑同仁医院 （68－7233）

平田クリニック （76－2256）

あおの循環器科 （68－3300）

そのべ医院 （64－0660）

かりやま整形外科（47－1717）
ながい小児科 （53－7707）
加藤クリニック（55－5036）

西条中央病院 （56－0300）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

あぜち内科 （52－1630）

和田内科皮膚科 （55－0515）

星加小児科内科F.C （55－3105）
佐藤クリニック （57－8200）

済生会西条病院 （55－5100）

くしべ整形外科 （76－7555）

黒田医院 （64－3780）
中村内科胃腸科 （68－4976）

森内科 （64－5858）

災害義援金へのご協力ありがとうございました
　災害義援金の募金箱を市庁舎、各総合支所、市立周桑病院に設
置しましたところ、右記のとおり義援金が寄せられました。
　お寄せいただいた義援金は、関係機関を通じて被災地へ送金さ
せていただきました。
　皆さまのご協力、誠にありがとうございました。
問合せ　市庁舎本館危機管理課　防災計画係　℡0897－52－1282
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No.36　オオジシギ（夏鳥）
　夏鳥として主に本州中部以北の高原や北海道に渡来。繁
殖期には、けたたましく鳴きながら飛ぶことから「雷シギ」
と呼ばれているタシギの仲間です。西条ではこの声は聞か
れませんが、秋の渡りの季節に稲刈りの終わった水田の畔
でミミズなどを食べているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

平成20年6月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　115,238 人 （＋ 34人）

　男　　  55,210 人 （＋ 28人）

　女　　  60,028  人 （＋   6人）

世　帯　 47,243世帯（＋49世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　珍しく早起きをしたある日。外
に出てみると、朝早い時間から畑
仕事やごみ拾い、ジョギングなど
をされている方がこんなに多くい
るんだということを知り、自分の
乱れた生活リズムを反省しました。
　日差しがまだそれほど強くない
早朝は体も動かしやすく、清々し
い気分で一日をスタートさせてく
れます。時間を上手に使って、充
実した夏にしたいものです。（か）
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ノ
キ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
、
根
周
り
17
メ
ー

ト
ル
、
目
通
り
９
・
７
メ
ー
ト
ル
、

樹
高
25
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
枝
は

東
に
18
メ
ー
ト
ル
、
西
に
17
メ
ー

ト
ル
、
南
に
24
メ
ー
ト
ル
、
北
に

25
メ
ー
ト
ル
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
偏
ら
な
い
枝
張
り
の
美
し
い

樹
形
は
、
県
下
一
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ク
ス
ノ
キ
は
、
暖
地
を
好
む
常

緑
の
高
木
で
、
関
東
以
南
の
低
山

林
地
か
ら
海
岸
近
く
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
良
い
香
り
を
放
つ
油
分

を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
油
分
が
樟

脳
の
原
料
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
古
く
か
ら
ク
ス
ノ
キ
の
葉
や

煙
は
、
防
虫
剤
や
鎮
痛
剤
と
し
て

用
い
ら
れ
、
そ
の
防
虫
効
果
か
ら
、

家
具
や
彫
刻
の
材
に
広
く
用
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ス
ノ

キ
は
葉
が
厚
く
葉
の
枚
数
も
多
い

た
め
、
交
通
騒
音
低
減
の
た
め
に

街
路
樹
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
、
大
町
の
「
く
す

の
き
通
り
」
な
ど
に
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

天
満
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
は
昭
和

31
年
11
月
３
日
に
愛
媛
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
住
所　

坂
元
甲
２
５
９

－

１

■
駐
車
場　

あ
り

N

JA 西条
ソーコ

橘駐在所
橘公民館

天満神社
坂元集会所

払
　

川

松山自動車道←松山 西条→

国道 11号

JR 予讃線

橘小学校

第
39
回
　

天
満
神
社
の
ク
ス
ノ
キ

▲　県指定天然記念物のクスノキ
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

【８月の休館日】 毎週月曜日

【８月の休館日】 毎週月曜日

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

うしろのしょうめんだーれ　℡0898－73－2207うしろのしょうめんだーれ　歌謡祭 無　料9：30 10：00

12：30

大ホール
丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

日31
吹奏楽クリニック

暴力追放市民講習

500円9：00 全　館日24
森岡　℡0897－57－6053ピアノ発表会 無　料13：00 大ホール土23

土９

18：002008ワンコイン・シアターin丹原
劇団ショーマンシップ　夏休み名作ファミリー劇場「幸福な王子」

2008ワンコイン・シネマin丹原
①夜の河②伊豆の踊子③五番町夕霧楼④五瓣の椿

第12回西条高等学校芸術文化発表会
※美術・書道展は17時まで展示

500円

各500円

19：00 大ホール

西条市危機管理課　℡0897－52－128413：00 無　料13：30 小ホール
第14回美佳バレエスクール公演土２ 美佳バレエスクール　℡0898－31－777513：00 2500円13：30 大ホール

大ホール

土16

日10

８

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

小ホール

８

杜の調べ 18：30 1000円日31 19：00 西條歴史文化事業実行委員会　℡0897－56－8802
大ホール差別をなくする市民の集い　人権啓発劇「ふるさと」 12：30 無　料日31 13：00 市教育委員会人権教育課　℡0897－52－1360
大ホール男声合唱団「我夢」　第２回演奏会 13：00 500円日24 13：30 男声合唱団「我夢」　℡0897－55－4927
小ホール第12回アミティ・ピアノコンサート 13：00 無　料日17 13：30 Ａｍｉｔｙ・ｐｉａｎｏ　℡0897－55－7184

大ホール“さいじょう”クラシックフレッシュコンサート 15：00 整理券必要日10 15：30 総合文化会館　℡0897－53－5500
大ホール青い鳥コンサート 10：15 無　料水６ 10：30 グループ青い鳥・ヤストミ音楽教室　℡0897－33－0503
大ホール第13回西条アマチュア歌謡祭　ゲスト：愛本健二 9：30 無　料日３ 10：00 ＮＡＫ愛媛西条支部　℡0897－56－7543

小ホールＦａｎｔａｓｔｉｃ　 Ｊａｚｚ  Ｎｉｇｈｔ　～夏の陣～
produced by keiko kurita 17：30 2500円金１ 18：30 総合文化会館　℡0897－53－5500

展示室10：00 無　料水13 大ホール17：00 17：30 西条高等学校　℡0897－56－2030

展示室加納果林作品展「果林夏（かりんか）」　※17時まで展示 10：00 無　料〜
３

〜
日 総合文化会館　℡0897－53－5500

① 9：50
②12：20
③14：10
④16：50

①10：00
②12：30
③14：20
④17：00

美術・書道展
舞台発表

10/25 土 18時開演
総合文化会館大ホール

入場料　3,500円（全席指定）

良いお席はお早めに！

８/10 日 15時30分開演　総合文化会館大ホール
入場整理券を総合文化会館で配布しています。

９/23 火 13時30分開演　丹原文化会館大ホール
入場料：Ｓ指定席1,500円、Ａ指定席1,000円

チケット好評販売中！

西条市洲之内甲６４４

筋
肉
の
麻
痺
、関
節
の
拘
縮
に
よ
る

歩
行
困
難
で
お
困
り
の
方
を
在
宅

療
養
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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